
平成２９年度事業報告書

公益目的事業

公１．誘致活動に係る支援事業

Ⅰ.	観光客誘致拡大事業

	 	 旅行会社の商品造成担当者、雑誌編集者、放送関係者などの招聘や主要協定旅館連盟の助成事

業を通して、本市への観光客誘致対策の強化を図ることで本市への誘客効果を高め、観光ＰＲの

促進と旅行商品の造成及び情報発信等に努め更なる誘客を図った。

	 １. 主要旅行代理店集中送客宣伝事業

	 	 　主要旅行代理店及びキャリアが実施する集中送客キャンペーンを助成し、観光客誘致拡大に

　努めた。

	 	 　補助実績：９件

	 ２. 主要協定旅館連盟助成事業

	 	 　協定旅館連盟の会員が県外に対して実施する観光誘致キャンペーンの経費の一部を補助する

　事により観光ＰＲ及び情報発信に努めた。

	 	 　補助実績：３件

	 ３.	 旅行代理店・旅行雑誌編集者等の招待事業

	 	 　宮崎市への誘客や情報発信に繋がる各種団体のキーマンを招聘した。招聘に際しては、経費

　の一部を補助する事で旅行会社の商品造成やイベント等への誘客促進を図った。

	 	 　補助実績：３件

	 ４. 主要イベント連携事業

	 	 　宮崎市内で宿泊客の誘因に繋がるイベントと連携を図り、市内宿泊施設に宿泊すると様々な

　特典が付与されるプランを宿泊施設よりネット販売し誘客に努めた。

	 （１）夏季に開催された「ＡＯＳＨＩＭＡ ＢＥＡＣＨ ＰＡＲＫ」、「みやざきグルメとランタン

　　ナイト」、「まつり宮崎」、「青島国際ビールまつり」の４件のイベント認知を高め、誘客を

　　図るためにプロモーションを実施。

	 	 　　８月１日～８月３１日の期間中に、対象の商品で宮崎市内の対象宿泊施設に宿泊した方に

　　上記４件のイベント会場で使用できる５００円金券を付与。

　　　　参画宿泊施設：２０施設

　　　　集客実績：２８９名

	 	 　　イベント会場への着券実績　ＡＯＳＨＩＭＡ ＢＥＡＣＨ ＰＡＲＫ　１２０名

	 	 　　　　　　　　　　　　　　　みやざきグルメとランタンナイト　　　　５９名

	 	 　　　　　　　　　　　　　　　まつり宮崎　　　　　　　　　　　　　　　４名

	 	 　　　　　　　　　　　　　　　青島国際ビールまつり　　　　　　　　１０６名

	 （２）毎年１０万人を超える集客のあるフローランテ宮崎で開催されるイベント「２０１７イル

　　ミネーション・フラワーガーデン～ひかりの花園～」と連携を図った。

	 	 　　１２月１日～１月８日のイベント期間中に、対象の商品で宮崎市内の対象宿泊施設に宿泊

　　した方にイルミネーションイベントの入園券を付与。

	 	 　　企画参画宿泊施設：１９施設　

	 	 　　集客実績：３２４名



Ⅱ.	教育旅行支援事業

１. 教育旅行誘致補助事業

　　平成２２年に発生した口蹄疫等の影響で、全国からの修学旅行生が減少したため、宮崎教育旅行誘

　致受入協議会が中心となり誘致活動を行ってきたが、更なる誘致受入の強化を図るため、平成２８年

度より（公財）みやざき観光コンベンション協会が事務局となり宮崎県教育旅行誘致推進協議会が発

足。これまで以上に、みやざき元気体験プログラムを中心とし、更なる受入体制の充実を図った。

　　期　間：平成２９年４月１日～平成３０年３月３１日（平成３３年まで継続事業）

　　内　容：補助金１人上限５，０００円／宿泊補助（１人３千円）体験補助（１人上限２千円）

（１）誘致対策の推進

	 ○セールス

	 ①南九州地区修学旅行素材現地研修会

	 	 期　間：平成２９年７月１９日・７月２４日

	 	 主　催：宮崎県教育旅行誘致推進協議会

	 	 内　容：宮崎の素材・体験メニュー説明・現状の聞き取り等

	 ②鹿児島県小学校関係者現地視察会

	 	 期　日：平成２９年８月９日

	 	 主　催：宮崎県教育旅行誘致推進協議会

	 	 内　容：宮崎の素材の体験・観光地視察

	 	 参加者：鹿児島地区小学校教職員５名

	 ③関西教育旅行誘致セールス

	 	 期　間：平成２９年１２月１３日～１５日

	 	 主　催：宮崎県教育旅行誘致推進協議会

	 	 内　容：神戸市、大阪市、奈良県の学校及び旅行会社を訪問し、宮崎県の教育旅行素材

　　　　　　　情報を提供

	 	 参加者：宮崎県教育旅行誘致推進協議会会員１８名

	 	 訪問先：学校６８校　旅行会社８社

	 ④第２回九州教育旅行ふっこうセミナー

	 	 期　日：平成３０年３月１日

	 	 主　催：(一社)九州観光推進機構／九州７県観光課・観光連盟

	 	 目　的：九州修学旅行の早期回復

	 	 内　容：旅行会社を対象とした教育旅行取り組みの紹介し、九州教育旅行実施校の事例

　　　　　　　発表、相談会

	 	 参加者：宮崎県教育旅行誘致推進協議会会員７名

	 	 旅行会社：７社４１名

	 ○視察・招聘関係

	 【学校による教育旅行現地視察（下見）】

	 ①大阪府箕面市立彩都の丘中学校　教育旅行現地視察

	 	 期　　日：平成２９年８月１０日

	 	 旅行会社：(株)ＪＴＢ西日本教育旅行大阪支店

	 ②福岡県春日市立春日南中学校　教育旅行現地視察

	 	 期　　日：平成２９年８月１６日

	 	 旅行会社：近畿日本ツーリスト九州(株)福岡教育旅行支店

	 ③大阪府大阪市立淀川中学校　教育旅行現地視察

	 	 期　　日：平成２９年８月２１日

	 	 旅行会社：(株)ＪＴＢ西日本教育旅行大阪支店

	 ④大阪府立生野高等学校　教育旅行現地視察

　　　期　　日：平成２９年１０月１１日

　　　旅行会社：(株)ＪＴＢ西日本教育旅行大阪支店



	 ⑤大阪市立東高等学校　教育旅行現地視察

	 	 期　　日：平成２９年１１月４日

	 	 旅行会社：(株)日本旅行大阪教育旅行支店

	 ⑥大阪市立汎愛高等学校　教育旅行現地視察

	 	 期　　日：平成２９年１２月８日

	 	 旅行会社：(株)阪急交通社西日本営業部

	 【旅行会社による教育旅行現地視察（下見）】

	 ①東武トップツアーズ(株)大阪教育旅行支店　教育旅行現地視察

	 	 期　　日：平成３０年１月１４日

（２）受入対策の推進

	 ①歓迎事業

	 	 生徒への記念品プレゼント(ミッシちゃん３色ボールペン)

	 ②体験学習受入対応

	 	 受 入 数：９校　１，４７８名

（３）平成２９年度実績

	 	 補助事業

	 	 宿泊補助：１８校１，９９２名　（引率・生徒合計）※人数前年比　７４．９％

	 	 補 助 額：５，９７６，０００円

	 	 体験補助：９校１，４７８名　　（引率・生徒合計）※人数前年比１９０．７％

	 	 補 助 額：２，５５３，０６０円　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

	 	 補助金計　８，５２９，０６０円（前年比９０．５％）

Ⅲ.	観光情報発信事業

	 	 各種、媒体や団体と連携を図り本市観光の魅力を全国に発信し、誘客を促進するためのキャン

ペーンを実施した。本市で開催されるイベントや観光情報を幅広く発信し、宮崎への旅の動機づけ

を喚起させ来訪の促進に努めた。

１.	観光リゾート情報発信事業

（１）情報発信事業（関東地区情報発信　中部地区情報発信　九州地区情報発信）

	 	 ①関東地区情報発信

	 	 　1)関東地区誘致セールス　

	 	 　　期　間：平成２９年４月１８日～１９日

	 	 　　　　　　平成３０年３月２０日

	 	 　　内　容：みやざきゴルフマンスセールス等

	 	 　2)メディアの活用

	 	 　　・月刊ＮＨＫ俳句とタイアップし、宮崎の特集ページを組み、俳句を通してみやざきの

　　　魅力を情報発信。

	 	 　　　掲載日：ＮＨＫ俳句　平成３０年３月号

	 	 　　・日刊スポーツとタイアップした「ゴルフ天国宮崎　鉄人坂井がゴルフを料理」を実施し、

　　　みやざきゴルフマンスの情報発信に努めた。

	 	 　　　掲載媒体：日刊スポーツ

	 	 　　　掲 載 日：平成２９年１０月１６日

	 	 　　・スポーツキャンプ期間中にキー局と連携し、宮崎市の情報発信に努めた。

	 	 　　　日本テレビの番組とタイアップし、宮崎市内の観光地青島やニシタチ、キャンプ地など

　　　幅広い取材を通して情報が発信され誘客に努めた。

	 	 　　　日本テレビ　ＮＥＷＳ ＺＥＲＯ・ズームインサタデー

	 	 　　　日テレＧ＋　「徳光和夫の週刊ジャイアンツ」



	 　　・女性向けメディア４Ｍｅｅｅとのタイアップ企画

	 　　　ロケットベンチャー「４Ｍｅｅｅ」の雑誌やホームページにて、【週末カワイイ旅】

　　　　１泊２日で宮崎を１２０％楽しむガイド♪を掲載。取材協力を行い、若年層をターゲットに

　　　　情報発信に努めた。

	 　　・ヤフー本社にて「ニシタチのスナック」プロモーションの実施

　　　　　「宮崎の食材」と「ニシタチのスナック」ＰＲイベントを都内ヤフー本社で実施。

　　　　約１，０００名が来場し宮崎の情報発信に努めた。

	 　　　期　日：平成３０年３月３０日

	 ②中部地区情報発信

	 　中部地区において、（一社）日本野球機構の協力のもとプロ野球の最大のイベントである

「オールスターゲーム」に合わせ、会場のナゴヤドームで来場者全員に観光リーフレットを配

布し、大型ビジョンを活用した宮崎の観光情報の放映を行った。

	 　期　日：平成２９年７月１４日　

	 　場　所：オールスターゲーム（ナゴヤドーム）

	 　観客数：３６，１１１名

	 ③九州地区情報発信

	 　宮崎市で行われる「ＡＯＳＨＩＭＡ ＢＥＡＣＨ ＰＡＲＫ」、「みやざきグルメとラン

タンナイト」、「みやざき青島国際ビールまつり」の各種イベント及び「みやざき元気体

験」、「みやざきで遊ぼうクーポン」等をセールスツールに、宮崎県や地元企業の出先機関

と連携し誘致宣伝活動を実施した。

	 　1)プロモーション活動

	 　　○福岡地区サマープロモーション

	 　　　西鉄グループや福岡ソフトバンクホークス、福岡地区マスコミと連携し、福岡市天神

　　地区にて夏季イベントのプロモーションを実施。

	 　　　期　間：平成２９年７月５日～６日

	 　　　場　所：西鉄天神駅周辺

	 　　　内　容：西鉄天神駅改札上部アドスクリーンへの観光情報の掲出

	 　　　　　　　掲出期間：平成２９年６月２８日～７月４日

	 　　　　　　　　　　　　天神地区ビジョン４箇所での観光ＰＲ動画の放映

	 　　　　　　　　　　　　西鉄天神駅中央改札でのチラシ等２，４００部サンプリング

	 　　　　　　　　　　　　在福マスコミ「ＦＢＳ福岡放送」「ＫＢＣ九州朝日放送」等での

	 　　　　　　　　　　　　番組出演（テレビ５媒体、ラジオ２媒体、新聞８媒体にて実施）

	 　2)北部九州集中キャンペーン

	 　　福岡地区のＴＶ局が制作する生活情報番組の中で、宮崎のスポーツキャンプや食、観光

　施設の情報を発信しＰＲに努めた。

	 　　・ＦＢＳ福岡放送「夢空間スポーツ」ホークスキャンプ特集

	 　　・ＫＢＣ九州朝日放送「アサデス。」と行くホークス応援ツアー　参加者約４００名

	 　　・ＲＫＢ毎日放送ラジオ　Ｓｎａｐｐｙホークスキャンプ中継

	 　　・ＲＫＢラジオ・ＭＲＴラジオ合同企画キャンプ地から生放送

	 　　・西日本新聞とタイアップしプロ野球キャンプ期間中に宮崎の食や特産品を紹介

（２）旅行雑誌等への広告掲載

	 　宮崎の観光情報及び広告を「まっぷる情報誌」、「温泉博士」、「みちくさ」、「読売ファミリー」

等に掲載した。

（３）新聞等への広告掲載

	 　年間を通して当協会の主要事業及び観光情報について、各新聞（朝刊）スポーツ紙に掲載。

　　　掲載紙：読売新聞、朝日新聞、毎日新聞、スポーツ報知、日刊スポーツ新聞、宮崎日日新聞等



（４）福岡ヤフオクドーム観光情報発信事業

	 	 　福岡ヤフオクドームの野球観戦者に対して、福岡ソフトバンクホークスのキャンプ地宮崎市

　の観光情報をホークスビジョンにて放映し、視覚的な効果を図りながら観光客誘致を推進した。

	 　　期　間：平成２９年４月１日～平成３０年３月３１日

	 　　内　容：ホークス主催公式戦の際、ヤフオクドーム内ホークスビジョン及びテレビモニター

　　　　　　において、球場来場者に宮崎市の観光情報を発信した。

（５）京セラドーム大阪観光情報発信事業

	 　　京セラドーム大阪の場内看板と外部向けビジョンにおいて「キャンプ地みやざき」の観光

　情報を掲出・放映し情報発信を行った。

	 　　期　間：平成２９年４月１日～平成３０年３月３１日

	 　　内　容：プロ野球公式戦やライブ実施のドーム来場者にビジョンや看板を利用して広報活

　　　　　　動を行った。

	 　　　　　　３月～５月　　みやざきフラワーマンス

	 　　　　　　６月～８月　　みやざきグルメとランタンナイト

	 　　　　　　９月～１０月　みやざきフェニックス・リーグ

	 　　　　　　１１月～１月　みやざきゴルフマンス

	 　　　　　　２月　　　　　プロ野球キャンプ

（６）関西誘客プロモーション事業

	 　　神戸フェリー・ＬＣＣ就航・東九州自動車道開通など交通網の充実を契機に更なる誘客を

　図るため、関西エリアをターゲットに、戦略に基づく情報発信・プロモーションを展開。

	 　　旅行商品造成支援として関西の旅行会社等に対し、宮崎市中心部の宿泊施設の利用促進を

　図り旅行需要を喚起するため、１人１泊あたり２，０００円の宿泊補助、カーフェリー補助を

　行った。

	 　　当初の宿泊集客目標は、５，０００名泊であったが、２，５５９名泊となった。

	 　①各種キャンペーン・旅行商品造成等

	 　　1)観光ＰＲ動画特設サイトキャンペーン　

	 　　　宮崎ニシタチＰＲ動画 Ｔｈｉｓ ｉｓ Ｎｉｓｈｉｔａｃｈｉ

	 　　　期　　間：平成２９年４月１１日～平成３０年３月３１日

	 　　　宿泊実績：８５５名泊

	 　　　予約実績：８２５件

	 　　2)宮崎で遊ぼうキャンペーン

	 　　　ＪＴＢ国内企画旅行の商品として、わいわいファミリー「まるごと遊べる九州」を展開

	 　　　期　　間：平成２９年６月１日～９月３０日

	 　　　宿泊実績：４４８名泊

	 　　　宮崎で遊ぼうクーポン引換冊数：４４８冊

	 　　3)スポーツ合宿等キャンペーン

	 　　　アマチュア団体のスポーツ・文化系合宿等への宿泊補助

	 　　　期　　間：平成２９年４月１日～９月３０日

	 　　　宿泊実績：６７５名泊

	 　　　内　　訳：(株)阪南交通社３２名泊／(株)ヤングリゾート３６０名泊／

　　　　　　　　　(株)日本ツーリスト２８３名泊

	 　　4)学生旅行キャンペーン

	 　　　学生マーケットを対象とした関西エリアの大学生限定旅行商品の造成

	 　　　期　　間：平成２９年１０月～平成３０年３月

	 　　　旅行会社：(株)ホワイト･ベアーファミリー

	 　　　宿泊実績：４名泊



	 　　5)きずな旅・めぐる旅

	 　　　学生・家族連れ・祖父母層をターゲットとした旅行商品の造成

	 　　　期　　間：平成２９年１０月～平成３０年３月

	 　　　旅行会社：(株)Ｈ.Ｉ.Ｓ

	 　　　宿泊実績：２８０名泊

	 　　6)宮崎ロマンの旅キャンペーン　

	 　　　１０月初旬に旅行商品のチラシを関西圏５０万人へ投函

　　　　期　　間：平成２９年１２月～平成３０年１月

　　　　旅行会社：（株）読売旅行

　　　　宿泊実績：２３９名泊

　　②プロモーション活動

　　　1)神戸まつり

　　　　期　間：平成２９年５月２０日～２１日

　　　　場　所：兵庫県神戸市三宮駅周辺

　　　　内　容：観光ブース、サンシャインレディ・ミッシちゃんによる観光ＰＲ、サンプリング

　　　　　　　　パレードの参加等

　　　2)神戸みなとまつり

　　　　期　間：平成２９年７月１５日～１６日

　　　　場　所：兵庫県神戸港　メリケンパーク

　　　　内　容：観光ブース、サンプリング

　　　3)同志社大学学園祭(クローバー祭)プロモーション　　

　　　　期　間：平成２９年１１月４日～５日

　　　　場　所：京都府　同志社大学京田部キャンパス

　　　　内　容：観光ブース、サンシャインレディ・ミッシちゃんによる観光ＰＲ、物販

　　　4)宮崎市観光プロモーション「てげえぇなぁ」inせんちゅうパル

　　　　期　日：平成２９年１２月２３日

　　　　場　所：大阪府　大阪千里中央駅　せんちゅうパル南広場

　　　　内　容：宮崎県央の自治体や観光関連事業者が一体となり、宮崎の特産品の販売やステージ

　　　　　　　イベントを実施し、宮崎の「食」「スポーツ」等の魅力を発信

　　③宮崎特産品のおもてなしキャンペーン

　　　特産品のプレゼント(宮崎牛・伊勢エビ・鶏の炭火焼)

（７）観光地誘客促進事業

　　　個性的な特徴ある観光資源の素材磨きを図り、他市町と広域的に連携し、体験メニューの

　開発、観光施設等と連携したクーポン「宮崎で遊ぼうクーポン」を作成、大手旅行会社と連

　携した広告宣伝など、宮崎のブランドイメージと地域間の周遊性を向上させ誘客促進を図り、

　宿泊客増の取り組みを実施した。

　　①「宮崎で遊ぼうクーポン」の販売

　　　約１００種類の各アクティビティをお得に利用できる２，０００円の１０枚綴りクーポン

　を開発・販売。平成２９年度分は、発売を３月より開始し、旅行会社の継続した商品展開に

　対応した。また、大手旅行会社と連携し個人型の旅行商品の造成を行った。

	 　1)上期（春夏版）販売実績

	 　　参画市町村：４市３町（宮崎市・えびの市・串間市・西都市・綾町・国富町・高千穂町）

	 　　参 画 施 設：３６施設

	 　　アクティビティ数：９７種類

	 　　メニューの期間：平成２９年４月１０日～９月３０日

	 　　販売・提供冊数：３，１９０冊　（前年度４，２３０冊　　前年比７５．４％）

	 　　利　用　実　績：３０，１６６枚（前年度３０，７９０枚　前年比９７．９％）



	 　2)下期（秋冬版）販売実績

	 　　参画市町村：４市３町（宮崎市・西都市・日南市・串間市・えびの市・小林市・国富町・高千穂町・綾町）

	 　　参 画 施 設：３８施設

	 　　アクティビティ数：８６種類

	 　　メニューの期間：平成２９年１０月１日～平成３０年４月９日（春休み終了まで）

	 　　販　　冊　　数：２，１８２冊　　（前年度２，６７６冊　  前年比８１．５％）

	 　　利　用　実　績：１２，８２３枚　（前年度１５，１９４冊　前年比８４．３％）

	 　3)年間合計

	 　　販　売　冊　数：５，３７２冊　　（前年度６，９０６冊　　前年比７７．８％）

　　　　利　用　実　績：４２，９８９枚　（前年度４５，７４２枚　前年比９３．９％）

	 　4)プロモーション活動

	 　　○サンプリング

	 　　　期　日：平成２９年７月１７日

	 　　　場　所：ＪＲおおいたシティ駅前広場

	 　　○ＷＥＢ

	 　　　宮崎市観光協会ホームページ上に特設ページを常設（スマホ対応）

	 　　　「宮崎で遊ぼう」クーポン利用方法・モデルコース動画の掲載

	 　　○印刷物

	 　　　上期専用パンフレット４０，０００枚、ポスター５０枚、イベント用３，０００枚

	 　　　福岡ソフトバンクホークス「宮崎スペシャルゲーム」配布用パンフレットに掲載

	 　　　「宮崎で遊ぼうクーポン」掲載チラシ２５，０００部を市立小学校４８校に配布

	 　　　下期専用パンフレット１５，０００枚　ポスター５０枚　店頭用ステッカー５００枚

	 　　○新聞・雑誌広告

	 　　　掲載媒体：地域交流誌みちくさプラスワン夏　平成２９年７月掲載

	 　　　　　　　　サーフィン選手権大会パンフレット掲載

	 　　　　　　　　青島太平洋マラソン公式パンフレット掲載

	 　　　　　　　　宮崎日日新聞きゅんと　平成３０年２月１５日掲載

	 　　○旅行商品とのタイアップ

	 　　　（上期）

	 　　　組み込み商品造成

	 　　　ＡＮＡセールス(株)　　商品名：旅ドキ九州（羽田発）

	 　　　(株)ジャルパック　　　商品名：紀行倶楽部（羽田発）

	 　　　　　　　　　　　　　　　　　　イケちゃう！九州（関西・北海道発）

	 　　　(株)ＪＴＢ関西　　　　商品名：わいわいファミリーまるごと九州（関西発）

	 　　　(株)ＪＴＢ九州　　　　商品名：みやざき願い旅

	 　　　（下期）

	 　　　組み込み商品造成

	 　　　ＡＮＡセールス(株)　　商品名：旅ドキ九州（羽田発）

	 　　　(株)ＪＴＢ九州　　　　商品名：ＦＡＮＴＡＳＴＩＣ ＭＩＹＡＺＡＫＩ

	 　　　(株)ＪＴＢ首都圏　　　商品名：スペシャル九州

	 　　　(株)日本旅行　　　　　商品名：赤い風船西日本事業部

	 　　　近畿日本ツーリスト個人旅行(株)　商品名：きままに九州（首都圏発）



２. インバウンド関連事業

（１）観光インバウンドプロモーション事業

　海外からの誘客効果を高めるため、本市への定期便が運航する韓国・台湾・香港を中心に

積極的なセールスプロモーションを行い、「観光宮崎」の誘致宣伝に努めた。また、訪日外

国人旅行客に対して安全かつ快適な旅行を支援するインフラを構築すべく、安心して来宮い

ただける環境を整備し、県内外に対し宮崎市の訪日外国人旅行客への受入環境の良さを発信

するために、損保ジャパン日本興亜（株）や東京海上日動（株）と連携協定を結んだ。

①損害保険会社との連携協定

　1)損害保険ジャパン日本興亜（株）

　　期　日：平成２９年６月２８日

　　場　所：みやざきＮＰＯ・協働支援センター

　2)東京海上日動火災保険（株）

　　期　日：平成２９年７月２６日

　　場　所：みやざきＮＰＯ・協働支援センター

②中国

　1)中国山東省青島市セールス

　　期　間：平成２９年６月１３日～１５日

　　内　容：青島市旅遊局との交流及び旅行会社へのセールス

　2)みやざき青島国際ビールまつり及び青島招聘事業

　　期　間：平成２９年８月２５日～２８日

　　内　容：中国山東省青島市との観光友好盟約を記念し、みやざき青島国際ビールまつりで

　　　　　　は青島市から招聘し交流会を実施

　　参加者：青島市旅遊局、青島ビール工場、山東万達国際旅行社（宮崎市側１２名）

③台湾

　1)セールス

　　期　間：平成２９年１２月１３日～１６日

　　内　容：宮崎と台湾との貿易や観光など、様々な分野での意見交流交換

　　訪問先：７社（新竹県庁、桃園市長、中華民国対外貿易発展協会、日本台湾交流協会、

　　　　　　　　　現地旅行社等）

　　参加者：３８名（宮崎県、宮崎市、県議会、市議会、（公財）みやざき観光コンベンション協会、

　　　　　　　　　　（公社）宮崎市観光協会、宮交ホールディングス(株)、フェニックスリゾート(株)

　　　　　　　　　　を含む１９団体）

　2)セールス

　　期　間：平成３０年１月２１日～２４日

　　内　容：商品造成・販売促進セールス

　　訪問先：９社

　　参加者：２名（宮崎県ホテル旅館生活衛生同業組合）

④韓国

　1)セールス

　　期　間：平成２９年４月１９日～２１日

　　内　容：韓国旅行会社及びＫＢＯ韓国プロ野球チームの誘致セールス

　　訪問先：７社

　　参加者：５名（宮崎市、（公社）宮崎市観光協会）

　2)セールス

　　期　間：平成２９年９月２４日～２７日

　　内　容：アシアナ航空ソウル支店にて冬季増便に対する協議、韓国旅行会社及びＫＢＯ

　　　　　　韓国プロ野球チームの誘致セールス

　　参加者：４名（宮崎市、（公社）宮崎市観光協会）



（２）外国人誘客みやざきモデル事業

　韓国・台湾・香港の旅行会社と連携して、「美食キャンペーン」と銘打ち、閑散期の新た

な旅行商品造成を支援し誘客を図った。「ニシタチ」を中心とした市街地で利用できるクー

ポン「ＭＩＹＡＺＡＫＩ ＥＮＪＯＹ ＴＩＣＫＥＴ」を付与し街中への誘客を図り、外国人

旅行客のリピーター増に努めた。また、南九州で広域連携を図り、南九州エリアを周遊する

旅行商品を造成し、更なる誘客に努めた。また、宮崎大学と連携して、台湾留学生による

ＳＮＳ等を活用した情報発信を行い、宮崎の認知度の向上を図り、宮崎の観光資源の発掘と

磨き上げを行った。

①美食キャンペーン

　1)宿泊費補助

　　現地旅行会社が宮崎市内に宿泊する商品造成に、１滞在２泊を限度に宿泊費の補助を　

　行った。

　　実　績：９，０００泊（内訳：韓国３，００２泊／台湾３，９９９泊／香港１，９９９泊）

　2)クーポン券補助

　　現地旅行会社が宮崎市内の旅行商品造成を行った場合 、１滞在１人１冊を限度に中心市

　街地での買い物・飲食・交通において利用できるクーポン券付ガイドマップ購入費補助を行った。

　　販売冊数：４，４５０冊（内訳：韓国１，９００冊／台湾２，５５０冊）

　3)広告宣伝費補助

　　現地旅行会社（台湾・韓国・香港）が宮崎市内への旅行商品造成を行った場合、広告宣伝

　に係る経費補助を行った。

　4)各種制作物

　　外国人旅行者向けのクーポン付ガイドマップ「ＭＩＹＡＺＡＫＩ ＥＮＪＯＹ ＴＩＣＫＥＴ」

　販売促進用のリーフレットを制作した。

②南九州連携ＶＪ事業（九州運輸局、熊本市、鹿児島市、宮崎市、ＪＲ九州）

　台湾・香港をターゲットに各地域（熊本市・鹿児島市・宮崎市）のＪＲ九州の南九州レール

パス・Ｂ＆Ｓみやざきを活用した魅力的な旅行商品を造成した。

　ターゲット：台湾、香港のＦＩＴ

　内　　　容：航空会社、Online Travel Agentと連携した南九州の主要都市と観光列車の

　　　　　　　魅力発信事業

　　　　　　　・航空会社、メディアの招請

　　　　　　　・Online Travel Agentであるエクスペディアでの旅行商品販売

　販 売 期 間：台　　湾　平成２９年１２月１８日～１月３１日

　　　　　　　香　　港　平成３０年１月１４日～２月２８日

　宿 泊 者 数：宮 崎 市　台湾：５３名泊  　 香港：６００名泊

　　　　　　　鹿児島市　台湾：２４０名泊　 香港：２，２５９名泊

③宮崎大学と連携した台湾誘客プロジェクト

　1)樂遊宮崎倶楽部（愛称「みやざきファンクラブ」）設立

　　期　　日：平成２９年６月３０日

　　構成団体：本市に住んでいる、または住んでいた事のある台湾留学生２６名で構成

　　活動内容：留学生らが自ら取得した情報（動画、写真等）を活用し、ＳＮＳ等で観光情

　　　　　　　報発信やイベント等でＰＲ活動を行い、宮崎の魅力を周知



　2)魅力発見フィールドワークの実施

　　第１回

　　期　日：平成２９年１０月１日 ※８月５日の実施は台風の為延期

　　参加者：２０名（内訳：学生１８名、引率者２名）

　　内　容：青島観光・郷土料理創作体験等

　　第２回

　　期　日：平成２９年１０月１４日

　　参加者：１８名（内訳：学生１５名、引率者３名）

　　内　容：藍染体験・市内観光素材調査等

　3)宮崎大学学生による、宮崎観光プレゼン・審査会

　　期　日：平成２９年１０月２５日

　　場　所：宮崎大学

　　内　容：フィールドワークに参加した学生による宮崎観光素材を活用したプランニング

　　　　　　のプレゼンテーション及び審査を実施

　　　　　　※プレゼンテーションで入賞した学生チームは、国際交流及び審査員として

　　　　　　　現地大学による宮崎観光プレゼン審査会に出席

　4)現地大学（東呉大学）による宮崎観光プレゼン・審査会

　　期　日：平成２９年１１月１８日

　　場　所：台湾　東呉大学

　　内　容：現地学生による宮崎観光素材を活用したプランニングのプレゼンテーション

　　　　　　及び審査の実施

　　　　　　※現地大学のプレゼンテーションで入賞した学生チームは、プランニングした

　　　　　　　宮崎観光のコースを平成３０年２月２１日～２４日の期間で体験を行った。

３. ホームページ情報事業

　　より広く宮崎市のイベント情報や旬の観光情報を紹介し、観光客への利便性を考え、観光情報

ページや交通アクセスページの内容更新を行った。

　　また、プロ野球キャンプやみやざきフェニックス・リーグ、みやざきグルメとランタンナイト、

みやざきゴルフマンスなど、より多くの集客が見込める催事については、特設ページを設け

　アクセス数の増加と内容の充実に努めた。

　　平成２９年度は「ニシタチ誘客キャンペーン」により宿泊予約サイト利用者が前年と比較する

と大幅に増加した。

　　年間アクセス数：約３０２万件（前年度２８９万件　前年比１０４．４％）

　　宿泊予約サイトホテル掲載数：７７カ所　予約件数：８２５件

　　対応言語：日本語　英語　韓国語　繁体字　簡体字

Ⅳ. 観光資源活性化事業

	 　県内各観光地等と連携を図りながら、「神話」や宮崎ならではの豊かな「自然」や「文化」を

取り入れた本市の魅力ある観光資源を活用した事業、魅力ある体験プログラムの造成、また、

　新たな観光素材開発の視点から、幅広い観光客をターゲットにした誘客事業を展開した。滞在型

観光の推進を図り、各観光地・施設等の情報を県外の旅行会社や観光関係機関等へＰＲを図りな

がら更なる観光資源の活性化と誘客に努めた。



１. 記紀編さん１３００年記念事業

	 　古事記編さん１３００年記念の２０１２年から２０２０年の日本書紀編さん１３００年まで

を記紀編さん１３００年と位置づけ、「日本をはじめた神々の国 宮崎」をキャッチフレーズと

した様々なＰＲ事業や誘客事業、イベントを展開した。

（１）観光神楽事業

	 　　青島神社 裸まいり神楽

	 　　青島裸まいり前夜祭として青島神社境内にて「神楽祭」を実施。チラシを制作し関係各所

　へ配布し、多くの方々に神楽の魅力を発信した。また、「青島裸まいり宿泊プラン」を造成

　し、特典を付与することで新規参加者の取り込みを行い、県外からの誘客に努めた。

	 　　主　　催：青島裸まいり実行委員会

	 　　協　　力：青島神社　（公社）宮崎市観光協会

	 　　期　　日：平成３０年１月７日

	 　　場　　所：青島神社 本殿内

	 　　参 加 費：無料

	 　　内　　容：神前神楽・青島神楽・野島神楽（演目の次第を作成し配布）

	 　　特　　典：青島神社「しあわせ守り」を来場者にプレゼント

	 　　宿泊プラン利用者数：２８名

	 　　来場者数：４４名

（２）神話ラッピングバス事業

	 　　神話のラッピングを高速バス３台で実施し、県外への宣伝告知と話題喚起、情報発信を　

　行った。

	 　　期　　間：通年

	 　　台　　数：３台　（宮崎～福岡間１台　宮崎～大分間２台）

（３）宮崎神宮大祭　神々のパレード事業

	 　①神々のパレード

	 　　神武天皇より以前の１６柱の神々に扮し、宮崎神宮大祭「神賑行列」の参加者を全国から

　募集し、「日本をはじめた神々の国 宮崎」の魅力を全国へ発信するとともに、日向神話の

　　気運醸成に努めた。

	 　　募集した神様１６柱：

	 　　イザナキノミコト、イザナミノミコト、アマテラスオオミカミ、スサノオノミコト、

	 　　ツクヨミノミコト、オオヤマツミノカミ、ワタツミノオオカミ、ニニギノミコト、

	 　　コノハナサクヤヒメ、ホデリノミコト（海幸彦）、ホオリノミコト（山幸彦）、

	 　　トヨタマヒメ、ウガヤフキアエズノミコト、タマヨリヒメ、イワナガヒメ、

ホスセリノミコト（新規）

期　　間：平成２９年１０月２８日～２９日

場　　所：宮崎神宮～瀬頭御旅所

応募総数：４５名　男性２５名　女性２０名（県外１０名）

観 客 数：１０月２９日　台風２２号接近のため中止

　　　　　１０月３０日　約３０，０００名

　　　　　神武さま広場　台風２２号接近のため中止

（４）各種プロモーション

　　①クルーズトレイン「ななつ星」受入事業

	 　　ＪＲ九州と連携を図り、クルーズトレイン「ななつ星」の歓迎を行う際に、神話のふるさと

　宮崎をＰＲ。来宮者を歓迎横断幕で迎え、南男猿や花カード、神話パッケージの焼酎ミニボトル

　を進呈した。

　　　乗車人数：６７４名（２５回）



	 ②賑わい創出事業

	 　1)宮崎ブーゲンビリア空港・宮崎駅に顔ハメ看板・神話の家系図を設置しＰＲを図った。

	 　　設置期間：平成２９年４月１日～平成３０年３月３１日

	 　2)ＪＲ九州のポケット型時刻表に神話に関する広告を掲載。

	 　　配布場所：ＪＲ九州の駅（福岡、佐賀、長崎、大分、熊本、鹿児島、宮崎）

	 　　発行部数：３６０，０００部

	 ③宮崎の神話ＰＲ事業

	 　みやざきグルメとランタンナイトの会場南側の芝生広場で、神楽と映像で楽しむ宮崎の神

話イベントを実施。神楽の披露や神武東征をイメージした映像を、大型ＬＥＤビジョンで放

送した。

	 　期　日：平成２９年８月１１日　

２. 宮崎体験旅行誘致活性化事業

（１）みやざき元気体験プログラム

	 　宮崎の魅力を再発見してもらうことを目的に、宮崎ならではの豊かな自然や伝統、文化を

取り入れた魅力あるプログラムを提供し修学旅行の誘致や観光客の誘客を図った。

	 　プログラム数：３２プログラム

（２）受入実績

	 　みやざき元気体験プログラム利用者数

	 ①修学旅行：９団体　１，４７８名　（前年度５団体　７６０名　前年比１９４.４％）

	 ②個人・一般団体：３５１名　　　　（前年度　１４７名　前年比２３８．７％）

Ⅴ. 広報宣伝活動事業

	 　観光客の誘致を推進するため、各地で開催される祭りへの参加、観光宣伝物の作成、観光名刺

や機関紙等、様々なツールを活用し宮崎の観光地のイベント等、本市の魅力ある観光情報を全国

に発信し宮崎への誘客を図った。なお、平成２９年度は、第３４代宮崎サンシャインレディの募

集と選考会を実施した。

１. 宮崎サンシャインレディ観光ＰＲ事業

　　第３３代宮崎サンシャインレディの任期満了に伴い、第３４代宮崎サンシャインレディの募

集及び選考会を行った。選考後は、観光ＰＲのため各種イベントに派遣、ＳＮＳを活用した観

光情報発信を行った。また、宮崎観光親善レディについても様々なイベント等に派遣を行った。

（１）第３４代宮崎サンシャインレディ募集

	 　募集期間：平成２９年３月２７日～５月２５日

	 　告　　知：チラシ、ポスター、ＣＭ、レディによるテレビやラジオ出演

（２）選考会

	 ①第一次書類審査

	 　期　　日：平成２９年５月２６日

	 　会　　場：宮崎市民プラザ

	 　応募者数：２５名

	 　書類審査合格者：２２名（うち５名辞退）

	 ②第二次面接審査会

	 　期　　日：平成２９年６月４日

	 　会　　場：宮崎市民プラザ

	 　受験者数：１７名

	 　合格者数：１２名



	 ③最終選考会

	 　期　　日：平成２９年６月１７日

	 　会　　場：宮交シティ「アポロの泉」

	 　最終合格者：「第３４代宮崎サンシャインレディ」３名を決定

（３）研修

	 　マナー＆スピーチ研修

	 　期　　日：平成２９年７月８日・７月２２日

	 　講　　師：フリーアナウンサー　坂井淳子　氏

	 　スキルアップ研修

	 　期　　日：平成３０年３月２２日・３月２９日

	 　講　　師：フリーアナウンサー　坂井淳子　氏

（４）派遣回数

	 　期　　間：平成２９年４月１日～平成３０年３月３１日

	 　派遣回数：１２５回（宮崎サンシャインレディ９５回／宮崎観光親善レディ３０回）

（５）情報発信

	 　年間を通して、レディの活動や宮崎のイベント情報などをＳＮＳ（Facebook）を活用して

情報発信に努めた。

２. 観光誘致宣伝物作成事業

（１）パンフレット、ポスター、ペーパーバッグ

	 　観光案内所をはじめ、各施設、インフォメ－ションや観光客に配付するパンフレットやポ

スター等を作成し、誘致宣伝に広く活用した。

	 　掲載内容が更新されるものは、修正を行い増刷をした。また、県内外で開催される各種大会

等からの依頼により、各種宣伝物の提供を行った。

	 ①宮崎市総合パンフレット（日本語）「宮崎スタイル」　　　　　　　　　５０，０００部

	 ②宮崎市総合パンフレット（台湾・中国・韓国・英語）「Ｏｈ！元気」　各１２，０００部

	 ③宮崎の神話　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２０，０００部

	 ④ウォーキングマップ（日本語）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　３０，０００部

	 ⑤ウォーキングマップ（英語・中国・韓国）　　　　　　　　　　　　　　各５，０００部

	 ⑥神話めぐりルートマップ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２０，０００部

	 ⑦ペーパーバッグミッシ（大）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２，０００枚

	 ⑧ペーパーバッグミッシ（小）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２，０００枚

	 ⑨ペーパーバッグ神話（小）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２，０５０枚

	 ⑩サンプリング用ビニールバッグ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　８，０００枚

（２）カレンダー

	 　「宮崎市　神話の舞台と観光地」をテーマにイザナキとイザナミの国生みから神武東征ま

でのストーリーを紹介したカレンダーを作成。カレンダー内には、宮崎市の観光地やグルメ

を紹介している「宮崎ＳＴＹＬＥ」や「神話ＰＶ」の動画ＱＲコードを掲載し、宮崎の情報

を広く伝える内容とした。外国人旅行者にも伝わるように英語併記の対応も行った。

	 　発行部数：１,０００部

（３）宮崎市観光イメージキャラクターグッズ制作事業

	 　「自然」と「神話」と「食」の宝庫宮崎市のＰＲキャラクターの「ミッシちゃん」を通じ

て、宮崎の魅力を県内外に発信することを目的に、宮崎市内外で開催する様々なイベントに

参加した。

	 　その他、ワンピースや靴、インナーの汚れや破損が目立ったため、クリーニングや修繕を

行い、新たにアクター謝金に関する謝金要綱を作成した。

	 　派遣回数：１５回



３. 誘致活動事業

	 　宮崎市への誘客を図るため様々な団体と連携し情報交換を行うなど誘致活動に努めた。

	 　プロ野球の関係者については、情報を収集し、連携を密に図りながら、春季キャンプ期間中

の練習試合が、より多く組める環境を整えると共に、プロ野球キャンプの県外移転対策及び

　宮崎市の長期間の滞在を促すための誘致活動を行った。

４. 観光名刺印刷

	 　魅力ある宮崎の観光地を全国に発信するため、宮崎市内の主な観光地（５種類）がセットに

なった名刺台紙と宮崎が誇る景勝地・青島の名刺台紙２種類の販売を行った。

	 　販売価格：３５０円（１００枚）

	 　販売実績：１３２セット

	 　販売場所：宮崎市観光協会事務局、宮崎市観光案内所、宮崎市庁友会

５. 機関紙

（１）機関紙（Ｍコミュニケ－ション）の発行（年６回）

	 　№１３０（５月）・№１３１（７月）・№１３２（９月）・№１３３（１１月）・№１３４（１月）・№１３５（３月）

	 　配布先：観光協会会員他

（２）「宮崎たべてん！」作成

	 　宮崎の特産品の紹介及び地域経済の活性化に貢献するために、１１月のゴルフマンス、

　　２月のキャンプマンス期間中、来宮した観光客を対象とした無料のクーポンブックを作成し

配布。

	 　併せてネット利用者向けに、アプリを活用しスマートフォンやタブレット端末でも閲覧で

きるサービスを行った。また、掲載店舗を利用してスタンプを獲得し「ＪＥＲＳＥＹ」に

持っていくと宮崎の特産品やグッズなどが当たる抽選会に参加できる「グルメキャンペーン」

を実施し、掲載店舗の利用促進を図った。

	 　配布期間：平成２９年１０月１日～１月３１日（秋・冬号）　発行部数　　６万部

	 　　　　　　平成３０年　２月１日～３月３１日（春号）　　　発行部数　　７万部

６. まつり交流事業

	 　各都市で開催される「まつり交流事業」に宣伝隊や宮崎サンシャインレディを派遣し、宮崎

市の観光ＰＲを行った。

（１）「第１６回　橿原夢の森フェスティバル」

	 　期　　間：平成２９年１０月７日～８日    場所：橿原市

（２）「第６６回　鹿児島おはらまつり」

	 　期　　間：平成２９年１１月２日～３日　　場所：鹿児島市

（３）ミッシちゃん派遣回数１回

	 　派遣場所：「第１６回　橿原夢の森フェスティバル」

７. 宮崎空港内看板掲出事業

	 　宮崎ブーゲンビリア空港の到着ロビー内のカラーコルトン看板に、宮崎の観光地を紹介し、

季節に合わせたイベント等に関連した看板を掲出し、歓迎ムードを高めた。

	 　３ 月 ～ ６ 月：「神話」「自然」「食」の宝庫　宮崎

	 　７ 月 ～ ９ 月：サーフィン

	 　１０月～１１月：みやざきゴルフマンス

	 　　　　　１２月：宮崎リゾート温泉「たまゆらの湯」・青島温泉「出愛の湯　伝説の温泉」

	 　１ 月 ～ ２ 月：みやざきキャンプマンス



Ⅵ. 国内外観光交流事業

	 　国内外を問わず友好盟約締結等、本市との相互交流として訪問団の派遣等を行い、本市の観光

情報の発信と国内外からの観光誘客に努め、地域経済発展の寄与と地域の活性化に努めた。

	 　平成２９年は、一層の効果的な事業展開を図っていくため、「悠久の時を経て深める絆」を

テーマに、（一社）橿原市観光協会と友好盟約を締結した。

１. 海外他友好都市交流事業

	 　平成１６年より、宮崎市観光協会と観光友好盟約を締結している中国山東省青島市旅游局よ

り青島ビール工場の方々等を招聘し、みやざき青島国際ビールまつりや宮崎の観光資源を視察

し、友好関係の構築に努めた。

２. 観光団交流事業

（１）宮崎市姉妹都市「橿原市」との交流

	 　橿原市への観光訪問団派遣　平成２９年　４月　９日～１２日　　　参加者６０名

	 　宮崎市への観光訪問団受入　平成２９年１０月２８日～３０日　　　来宮者３７名

（２）（一社）橿原市観光協会との友好盟約締結

	 　平成２９年は（一社）橿原市観光協会が設立６０周年、（公社）宮崎市観光協会が設立７０

周年を迎えた節目の年。より一層の観光推進と両協会の振興に寄与するため「悠久の時を経て

深める絆」をテーマに友好盟約を締結。

	 　調印式

	 　期　日：平成２９年１０月２８日

	 　場　所：宮崎観光ホテル

	 　締結者：（一社）橿原市観光協会　会長　中谷昌紀

	 　　　　　（公社）宮崎市観光協会　会長　菊池克賴

（３）第２４回姉妹都市橿原と宮崎の物産展　両協会共同ＰＲコーナーの設置

	 　物産展開催に伴い、会場一角に橿原・宮崎両市観光協会友好盟約締結共同ＰＲコーナーを設

け、盟約締結の周知と物産や観光のＰＲを行った。

	 　期　間：平成３０年１月１７日～２２日

	 　場　所：宮崎山形屋　新館５階大催事場

（４）（一社）旭川観光コンベンション協会との友好盟約による交流

	 　旭川市への観光訪問団派遣　平成３０年２月７日～９日　　　　　参加者２７名

Ⅰ. 観光客受入事業

　　国内観光客や近年増加するインバウンド観光客に対し、観光案内等の各種サービスを提供しイ

メージアップに努めた。また、周辺の観光地および施設等と連携しながら利便性、周遊性の向上

を図り、観光客の滞在時間の増加と満足度の向上を目指し、手ぶら観光事業を開始する等、更な

る受け入れ体制の充実に努めた。

１.	宮崎市観光従事者研修会

　　（公社）宮崎市観光協会設立７０周年記念事業　記念トークショーと併せて開催

　　内容については、（公社）宮崎市観光協会設立７０周年記念事業欄に記載

２.	渚の交番の整備・運営事業

　　平成２２年６月より、日本財団の支援を受け（特非）宮崎ライフセービングクラブと連携

し、多くの観光客が訪れる観光地青島の「安心・安全、きれいで楽しい海づくり」を目指し

て、各種事業に取り組んだ。

公２．観光客受入体制関連事業



　　（主な行事）

（１）渚の交番施設視察受入

	 　期　間：平成２９年４月～平成３０年３月　

	 　参加者：７件 ７５名（宮崎県議会、宮崎市議会他）

（２）青島ビーチクリーン活動

	 　期　日：平成２９年７月１５日

（３）ハロウィンウォーカー開催

	 　期　日：平成２９年１１月５日

	 　参加者：２７０名

（４）渚の交番運営委員会開催

	 　期　日：平成３０年３月１６日

３.	レンタサイクル事業

	 　ＫＩＴＥＮビル１階の「スポーツプラザ宮崎ＪＥＲＳＥＹ」にて、観光客や市民、ビジネス

マン向けにレンタサイクル事業を行った。レンタサイクルのサドルやカゴの補強や修繕を行

い、安全･利便性の向上に努めた。

	 　年間利用者数：６４８名　（前年度６４４名　前年比１００．６％）

４.	外国人観光客向けバスカード「VISIT MIYAZAKI BUS CARD」事業

	 　外国人観光客の二次交通利便性向上のため、宮崎交通（株）が作成する宮崎県内路線バスが

平日・週末に拘わらず１日１，０００円で乗り放題になる「VISIT MIYAZAKI BUS PASS」の支援

を実施した。多言語（英語、韓国語、簡体字、繁体字）のパス・パンフ・チラシ（チラシは英

語・韓国・繁体字）を作成し、更なる利便性の向上と充実に努めた。

	 　○VISIT MIYAZAKI BUS PASS

	 　　販売期間：平成２９年４月１日～平成３０年３月３１日

	 　　利用枚数：２２，１３１枚　（前年度１４，１７３枚　前年比１５６.１％）

	 　　販 売 先：宮崎市観光案内所　　　　　　　　　　　　　　８，０１０枚

	 　　　　　　　宮崎駅バスセンター　　　　　　　　　　　　　４，７５２枚

	 　　　　　　　宮崎空港バス案内所　　　　　　　　　　　　　　　８３８枚

	 　　　　　　　宮崎空港インフォメーションカウンター　　　　２，５８３枚

	 　　　　　　　ＡＮＡホリデイ・インリゾート宮崎　　　　　　　　９８６枚

	 　　　　　　　シェラトン・グランデ・オーシャンリゾート　　　　２９２枚

	 　　　　　　　宮崎観光ホテル　　　　　　　　　　　　　　　　　　９７枚

	 　　　　　　　ホテルルートイン宮崎　　　　　　　　　　　　　　１０４枚

	 　　　　　　　エアラインホテル　　　　　　　　　　　　　　　　　２３枚

	 　　　　　　　その他宮崎交通支店機関　　　　　　　　　　　４，４４６枚

５.	観光インフォメーション管理運営事業

	 　年間を通して宮崎県内の観光地等を案内。特に高千穂・青島・日南海岸エリアの案内が多

い。近年は、インバウンドの数が著しく増加している。中でも香港からの観光客の利用者が目

立ち、アクセス方法等を中心とした問い合わせが多い。宮崎市観光案内所では平成２９年１０

月より定期観光バスの予約受付を開始し、更なる受け入れ体制の充実を図った。

	 　また、青島参道入口の青島屋内には、神話・観光ガイドボランティアが常時待機するイン

フォメーションコーナーも設置され、受け入れ環境の充実に努めた。



（１）観光案内所の運営

	 ①宮崎市観光案内所

	 　観光案内件数：４２，０６８件（前年比１１５.３％）

	 　内　　　　訳：日本人２８，５８４件　外国人１３，４８４件　（日本人１０５.4％　外国人１４４％）

　　　※前　年　度：３６，４６２件（内　訳：日本人２７，１０１件　外国人９，３６１件）

	 　1)宿泊施設有料案内:１０２組　１５７名　（前年度１１４組　１６６名）

	 　2)定期観光バス予約受付数：３０名　　　 （内　訳：大人２８名　小中高２名）

　　　　予約受付開始日：平成２９年１０月１日～

	 　　3)VISIT MIYAZAKI BUS PASS・宮崎交通バスカード等の販売３種類:１０，６４２枚

	 　　4)読売巨人軍宮崎キャンプ６０年記念乗車券の販売：１４２セット

	 　　5)物販等:青島恋旅チケット、観光名刺、天孫降臨ヒムカイザーＤＶＤ、ポストカード、

	 　　　宮崎で遊ぼうクーポン

	 　　6)研修会の参加

	 　　　平成２９年度ＫＴＰＯ九州観光案内所スタッフ研修及び意見交換会

	 　　　期　日：平成３０年１月１７日

	 　　　平成２９年度ＪＮＴＯ認定外国人観光案内所全国研修会

	 　　　期　間：平成３０年２月２２日～２３日

	 　②青島インフォメーション管理運営事業（宮崎市観光・神話ガイドボランティア協議会　運営）

	 　　青島屋内にインフォメーションコーナーを設置

	 　　設置日：平成２９年７月７日

	 　　ガイド案内件数：２３７件　（前年度２４３件　前年比９７.５％）　

	 　　年間の稼働日数：３５０日　勤務スタッフ　１名

	 　　神社までのガイドを中心に、観光客への青島地区の観光案内を行った。

	 　③江田神社待機所（宮崎市観光・神話ガイドボランティア協議会　運営）

	 　　ガイド案内件数：４０１件　（前年度４５４件　前年比８８.３％)　 

	 　　年間の稼働日数：３５０日　勤務スタッフ　１名

６.	おもてなしボランティア事業

	 　平成１２年に宮崎市観光ガイドボランティア協議会が設立されて以降、神話ガイドボラン

ティア協議会の設立などを経て、組織運営面や事業など活発なガイド活動を行ってきた。その

結果、相対的な利用者数として、前年比で約１８％増の成果が表れている。更には、「宮交ボ

タニックガーデン青島」の待機ガイド活動も７月よりスタート。一層の受入体制の充実に努めた。

（１）ガイドボランティア

	 　　青島神社　毎日（年末年始を除く）9:30～12:00　13:00～15:30

	 　　江田神社　毎日（年末年始を除く）9:30～12:00　13:00～15:30

	 　　宮崎神宮　毎週火・水曜日（年末年始を除く）9:30～12:00　13:00～15:30

	 　　平和台公園　毎週木・金曜日（年末年始を除く）9:30～12:00　13:00～15:30

	 　　ガイド利用者数：７，１３１名（有料ガイド：３，６０９名　無料ガイド：３，５２２名）

	 　　　　　　　　　　(前年度６，０２５名　前年比１１８.３％)

	 　　ボランティア登録数：６５名（平成３０年３月３１日現在）

（２）宮崎市観光・神話市民大学の開催

	 　　　日向神話ゆかりの地を訪ね、各神社の神職の講話を通じて、宮崎の神話を学び郷土の再発

　　見に繋げた。

	 　　期　日：平成３０年１月２７日

	 　　行　程：霧島岑神社～挟野神社～皇子原神社～東霧島神社

	 　　参加者：４０名



　７. 手ぶら観光周遊利用促進事業

	 　　飛行機や高速バス、鉄道を使い宮崎に訪れた観光客の観光に要する時間を延ばし、満足度向

　上を目指すことを目的に、国が推進する「手ぶら観光」に取り組み、受入体制の充実を図った。

	 　　宮崎空港ビル（株）が九州運輸局の支援を受けてカウンターを新設し、平成２８年１１月

　　より試験的に実施していた本サービスを、平成３０年２月９日より（株）ソリューションズと

　　ヤマト運輸（株）の共同運営により、本格稼働。また、青島～空港～一ツ葉地区間を結ぶ

　　シャトルバス、名称は公募で決定した「サンシャインミヤザキ」を運行し、観光客の利便性

　　向上と２次交通の充実を図り、周遊性や滞在性の向上に努めた。

	 　(１)手ぶら観光

	 　　　期　　間：通年

	 　　　受付場所：宮崎ブーゲンビリア空港・スポーツプラザ宮崎ＪＥＲＳＥＹ

	 　　　利用料金：手荷物配送　１，０００円／個（ホテルまでの当日配送）

	 　　　　　　　　一時預かり　　　５００円／個（宮崎ブーゲンビリア空港のみ）

	 　　　配送事業者：ヤマト運輸(株)

	 　　　利用実績：宮崎空港内手ぶら観光カウンター　３６０件　一時預かり ６０５件

	 　　　　　　　　スポーツプラザ宮崎ＪＥＲＳＥＹ　７件

	 　(２)一ツ葉地区～宮崎ブーゲンビリア空港～青島地区シャトルバスの運行

	 　　①サンシャインミヤザキ

	 　　　夏季運行日：２３日間（平成２９年７月２２･２３･２９･３０日  ８月４～２０･２６･２７日）

	 　　　夏季乗車人員数：１，３５１名

	 　　　冬季運行日：１２日間（平成２９年１２月２３～３１日　平成３０年１月１～３日）

	 　　　冬季乗車人員数：１４９名

	 　　　期間乗車人数合計：１，５００名

	 　　②新聞・雑誌・メディア広告

	 　　　掲 載 媒 体：宮崎日日新聞 スポーツ報知 プロ野球春季キャンプガイド Ｊｅｔｓｔａｒ ｗｅｂ広告

　８. ビーチトレイン運行事業

	 　　青島地区の夏期魅力アップの一環として、青島ビーチとこどものくにを結ぶ「ビーチトレイン

　渚号」を運行。

　　　運行期間：平成２９年７月２２日～８月３１日

　　　運行ルート：こどものくに～青島グランドホテル前

　　　乗車実績：１，２１２名（７月～８月）（前年度乗車実績（４月～８月）２，６０５名）

Ⅱ.	観光イベント推進事業

	 　観光客を対象とした、南国ムードを活かした魅力ある宮崎の観光資源をＰＲするイベントの開

催及び支援、新たな誘客素材の掘り起しと開発を行うなど、地域活性化に努めた。

	 １. みやざき青島国際ビールまつり

	 　　中国山東省青島市との友好盟約締結から１３年目。オープニングセレモニーとして観光友好

　盟約セレモニーを実施し、記念品の交換等を行った。各種ステージや花火、宮崎のグルメなど

　で子供から大人まで多くの来場者で賑わった。

	 　　期　間：平成２９年８月２６日～２７日（２日間）

	 　　会　場：こどものくに

	 　　来場者：５，２０７名（２６日３，１４２名／２７日２，０６５名）

	 　　主　催：みやざき青島国際ビールまつり実行委員会（事務局：こどものくに）



２.	みやざきグルメとランタンナイト開催支援事業

	 　夏休み期間中の誘客対策として、フローランテの夕涼みをグレードアップし７回目の開

催。宮崎のグルメはもちろん、日本各地のグルメ延べ約６０店舗が出店した「全国グルメ博

２０１７」を開催。特別イベントとして、宮崎牛日本一３連覇応援コーナーとして「ＪＡ宮崎

経済連レストラン」を出店し宮崎牛のＰＲに努めた。台風５号の影響もあったが県内外から多

くの来場者があった。

	 　期　間：平成２９年８月４日～２０日（１７日間　※台風の影響により２日間休園）

	 　会　場：フローランテ宮崎

	 　来場者：７６，７０３名　(前年度８０，１０３名　前年比９５．７％)

	 　主　催：みやざきグルメとランタンナイト実行委員会（事務局：（公社）宮崎市観光協会）

３.	行事負担金

	 　実　績：９件（青島太平洋マラソン大会　みやざき納涼花火大会　他）

	 　第３１回青島太平洋マラソン大会

	 　宮崎市の中心市街地を疾走できるコースとして人気を有し、近年のランニングブームなどに

伴い、全国的にも人気の大会として定着。県外からの参加者も多く期間中は宿泊施設も満室と

なる等、地域経済にも大きく寄与している。

　　同時開催：第２６回国際視覚障害者マラソン宮崎大会

	 　期　日：平成２９年１２月１０日

	 　コース：フルマラソン・１０ｋｍ・３ｋｍ

	 　参加者：１２，１３０名（県外：６，１４９名／県内：５，９８１名）

４.	フラおもてなし誘客推進事業

	 　フラと宮崎市の南国情緒を融合し、「フラのメッカ宮崎」のイメージを定着させるととも

に、宮崎を訪れる観光客等に対してフラによるおもてなしを行った。

（１）宮崎ブーゲンビリア空港おもてなしフラ

	 　①宮崎市まごころ工芸展における歓迎フラ

	 　　期　日：平成２９年４月２２日

	 　　場　所：宮崎ブーゲンビリア空港　オアシス広場前向かい側通路

	 　②ブーゲンビリアプレゼントにおける歓迎フラ

	 　　期　日：平成２９年５月２７日

	 　　場　所：宮崎ブーゲンビリア空港　オアシス広場

	 　③アロハガーデンにおけるフラステージ

	 　　期　日：平成２９年７月９日

	 　　場　所：宮崎ブーゲンビリア空港　オアシス広場

	 　④サンシャインマーケットにおける歓迎フラ

	 　　期　日：平成２９年８月９日

	 　　場　所：宮崎ブーゲンビリア空港　オアシス広場

	 　⑤手ぶら観光サービス本格稼働における歓迎フラ

	 　　期　日：平成３０年２月９日

	 　　場　所：宮崎ブーゲンビリア空港　オアシス広場

（２）プロ野球キャンプ関連おもてなしフラ

	 　　期　日：平成３０年２月２４日

	 　　場　所：宮崎ブーゲンビリア空港　到着ロビー

	 　　期　日：平成３０年２月２４日・２５日

	 　　場　所：宮崎市清武総合運動公園（オリックス･バファローズ）

	 　　期　日：平成３０年２月２５日

	 　　場　所：宮崎市生目の杜運動公園（福岡ソフトバンクホークス）



５.	新規事業開発事業

	 　総務企画委員会において、新規事業（案）として短期・中期・長期的な課題について、協議

を重ね、すぐに事業として取り組めるものについては、平成３０年度新規事業として、ニシタチ

誘客プロモーションや外国人向け観光体験メニュー開発の事業化を図った。

	 　また、小林市観光協会やえびの市・高原町と周遊型観光の推進についての意見交換を行い、

「宮崎で遊ぼう」クーポンへの参画を依頼した。

	 　その他、損保会社と連携を図り関東地区でのキャンペーン、団体保険制度の活用やセミナー

の開催について協議を行い、新規事業の開発に努めた。

６.	みやざきふるさと食材アピール事業

	 　宮崎たべてん秋冬号・春号に掲載のグルメキャンペーン参加店で飲食し、スタンプを獲得する

とスポーツプラザ宮崎ＪＥＲＳＥＹで抽選会に参加できる企画を実施。抽選で宮崎の特産品を

贈呈し、宮崎の食のＰＲを図った。

	 　期　間：平成２９年１０月１日～１月３１日（秋・冬号）

	 　　　　　平成３０年　２月１日～３月３１日（春号）

Ⅲ.	スポーツ観光受入事業

	 　プロ野球やＪリーグキャンプ期間中、円滑なキャンプ受入環境の整備をはじめ、各種大会や

　合宿の実施に伴う支援体制の充実を図った。来宮した観光客の満足度を高め、利便性と周遊性の

向上に努め、渋滞等の交通緩和対策や、歓迎ムードを盛り上げるために宮崎市内各所での賑わい

創出に努めた。

	 １.	 キャンプ受入事業

	 （１）福岡ソフトバンクホークス宮崎キャンプ受入事業

	 　　　福岡ソフトバンクホークスのキャンプ観戦者が、安全でより快適に観戦できる環境を整える

　　ために臨時駐車場の整備やシャトルバスの運行など様々な受け入れに取り組んだ。

	 　　【実施内容】

	 　　　①警備（駐車場内、駐車場間誘導等）

	 　　　②臨時駐車場の整備

	 　　　③シャトルバス運行

	 　　　④キャンプ地の告知、臨時駐車場の広報

	 　　　⑤キャンプ期間中のカラーコーン、ゴムマットの設置

	 　　　⑥路上駐車対策

	 　　　⑦案内誘導看板の設置

	 （２）オリックス・バファローズ宮崎キャンプ受入事業

	 　　　オリックス・バファローズの春季キャンプを実施するため、更なる施設の充実に努めた。

　　　また、キャンプ観戦者が安全で快適に観戦できるように、交通警備及び臨時駐車場の準備

　　等を実施し、臨時駐車場と運動公園内第１駐車場間で無料のシャトルバスを運行した。

	 　　【実施内容】

	 　　　①警備（駐車場内、駐車場間誘導等）

	 　　　②臨時駐車場の整備（清武谷ノ口農村公園、清武総合支所裏河川敷）

	 　　　③シャトルバス運行（第１駐車場～臨時駐車場間）

	 　　　④キャンプ地の告知、臨時駐車場の広報

	 　　　⑤キャンプ期間中のカラーコーン、ゴムマットの設置

	 　　　⑥路上駐車対策

	 　　　⑦案内誘導看板の設置

	 （３）読売巨人軍宮崎キャンプ受入事業

	 　　　読売巨人軍宮崎キャンプが円滑に運営ができるようキャンプ地の環境整備や歓迎装飾、来

　　場者に対して写真展やジャイアンツバスの運行などを行い、ジャイアンツタウンの周知に努

　　めた。



	 　　①ジャイアンツタウンの創出

	 　　　1)ジャイアンツバスの運行

	 　　　　通年運行　バス２台　※春季キャンプ中は、キャンプ地内のシャトルバスとして運行

	 　　　2)エアポートボールパーク２０１８（空港写真展）

	 　　　　期　間：平成３０年２月２日～２８日

	 　　　　内　容：県内で春季キャンプを行うプロ野球５球団の写真展を宮崎ブーゲンビリア空港

　　　　　　　　　オアシス広場にて開催

	 　　　3)歓迎バナーの掲出

	 　　　　期　間：平成３０年２月１日～３月１日

	 　　　　内　容：中心街の橘通りアーケード及び江平商店街、橘橋、南バイパスに掲出

	 　　　　掲出枚数：１００枚

	 　　②大型ビジョン導入・活用

	 　　　読売巨人軍の春季キャンプ期間中、キャンプ地の飲食物ゾーン「ボールパークＧ」内に

　　　全天候型世界最高画質の２７１型のＬＥＤ大型ビジョンを設置。効率良いキャンプ観戦として、

　　リアルタイムでのキャンプ映像、練習映像を放映した他、宮崎観光情報や宮崎のＰＲ動画、

　　スポーツランドみやざきをＰＲする放映を行った。

	 　　　期　間：平成３０年２月１日～１３日

	 　　　場　所：ＫＩＲＩＳＨＩＭＡヤマザクラ宮崎県総合運動公園サンマリンスタジアム前「ボールパークＧ」

	 （４）三球シャトル運行支援事業

	 　　①三球シャトルバスの運行

	 　　　野球ファンにより宮崎市を楽しんでもらう環境と周遊性を高めると共に、交通対策の一助

　　として、３球団のキャンプ地を巡る無料シャトルバス「三球シャトル」を運行した。車内で

　　は、キャンプ地情報が分かる掲示物を装飾し、３球団連携事業ＣＭや観光動画を運行中に放

　　映するなど、キャンプ地だけではなく、宮崎の情報発信に努めた。

	 　　　三球シャトルの運行：１日６往復×２ルート（土・日・祝日運行）

	 　　　総 乗 車 人 員 数：２，１０２名（前年度２，５４５名　前年比８２.５％）

	 　　　○木花ルート：読売ジャイアンツ（木花） ― オリックス・バファローズ（清武）

	 　　　　運行本数：４８運行（４日間×６往復）

	 　　　　運行期間：平成３０年２月３日・４日・１１日・１２日

	 　　　　乗車人員：６９８名

	 　　　○生目ルート：福岡ソフトバンクホークス（生目） ― オリックス・バファローズ（清武）

	 　　　　運行本数：９６運行（８日間×６往復）

	 　　　　運行期間：平成３０年２月３日～２５日の土・日・祝日

	 　　　　乗車人員：１，４０４名

	 　　②スタンプラリーの実施

	 　　　３球団のキャンプ地のうち、２つのキャンプ地でスタンプを押して応募すると、特産品が

　　抽選で当たるスタンプラリーを実施。

	 　　　期　　間：平成３０年２月１日～３月１日

	 　　　応募総数：３，９７６名

	 　　　商　　品：Ａ賞・サイン入りユニフォーム、Ｂ賞・球団グッズ、Ｃ賞・宮崎牛ステーキ、

	 　　　　　　　　Ｄ賞・日向夏、Ｅ賞・完熟きんかん

	 （５）プロ野球３球団連携事業

	 　　　宮崎市内でキャンプを行うプロ野球球団は巨人、ソフトバンク、オリックスの３球団。

	 　　　１市で３球団がキャンプを行うのは全国的にも本市だけであり、３球団合同での事業に

　　　取り組むことにより話題性を更に高めスポーツランド宮崎をより推進し、３キャンプ地の周遊

　　性を高める事を目的として実施。



	 　　①ロゴマークの制作・活用

	 　　　宮崎市内で春季キャンプを実施している各球団のロゴマークを使用した「宮崎キャンプ

　　　３球団連携ロゴマーク」を制作。記念グッズや歓迎看板、ホームページなどに活用すること

　　により、キャンプ地宮崎の更なるＰＲを行った。

　　　②グッズ製作

	 　　　1)３球団連携ロゴマーク入りグッズの製作・販売

	 　　　　Ｔシャツ、フェイスタオル、ピンバッジを製作しキャンプ地等にて販売を行った。

	 　　　　販売場所：３球団キャンプ地　スポーツプラザ宮崎ＪＥＲＳＥＹ

	 　　　　　　　　　宮崎ブーゲンビリア空港内 エアポートボールパーク

	 　　　　売　　価：Ｔシャツ ２，２００円　フェイスタオル １，５００円　ピンバッジ ７００円

	 　　　　販売実績：Ｔシャツ ４６９枚　フェイスタオル ８８５枚　ピンバッジ ６１５個　　

	 　　③市街地盛り上げのためのユニフォーム・コースター製作

	 　　　３球団連携ロゴ入りオリジナルユニフォーム、コースターを製作

	 　　　キャンプ地のＰＲと歓迎気運を高める宮崎市内の各事業所等で活用

	 　　　1)ユニフォーム

	 　　　　製 作 数：３００枚

	 　　　　活用方法：宮崎市内ホテルやキャンプ地周遊バスドライバー、駅、空港、フェリー乗り場

　　　　　　　　　のスタッフ等にて着用

	 　　　2)コースター

	 　　　　製 作 数：２０，０００枚

	 　　　　活用方法：「宮崎たべてん」掲載店にて活用

	 　　④イメージＣＭ制作

	 　　　前年キャンプの練習風景や宮崎の風景、特産品を組み合わせた「キャンプ地みやざき」

　　　イメージ動画を制作。キャンプ特設ホームページや街頭ビジョン（品川駅前、名古屋市栄、

　　宮崎市内）で放映の他、各球団の公式ＨＰでも取り上げられた。

	 ２.	 スポーツ等合宿・大会誘致受入事業

	 （１）スポーツ等合宿受入事業

	 　　　スポーツ合宿、大会誘致を図ることを目的に、本市で合宿する各種スポーツ団体を対象に、

　　バス経費の補助、宮崎県産の牛肉・豚肉・地鶏・フルーツやドリンクの贈呈をはじめとした

　　受入、誘致セールスを行いスポーツランド宮崎の振興を図った。

	 　　①関西地区の大学生を対象としたセミナーの開催

	 　　②大学生や社会人の各種スポーツ団体の合宿受入

	 　　③各種大会・合宿団体へバス経費補助や特産品、ドリンクの贈呈

	 　　　実　績：スポーツ合宿贈呈数　９８団体（２，２３１名）（前年度１３８団体　３，９８５名）

	 　　　　　　　大会参加者　　　　 １０大会（２，４７３名）（前年度　　５大会　１，８６５名）

	 　　　　　　　合　　計　　　　　 ４，７０４名

３.	Ｊリーグキャンプ誘致事業

　　Ｊリーグ宮崎キャンプの誘致を推進するために、宮崎市のスポーツアドバイザーと連携し、

積極的な誘致活動を行った。



４.	みやざきゴルフマンスキャンペーン事業

　　ダンロップフェニックストーナメントとＬＰＧＡツアーチャンピオンシップリコーカップの

２大トーナメントが開催される１１月を「ゴルフマンス」と銘打ち、各トーナメントと連携し

ながら宮崎への誘客を図った。更に３月末にアクサレディスゴルフトーナメント in ＭＩＹＡＺＡＫＩ

が開催され、より多くのゴルフ観光客を取り込むことを目的に、ツアー特典期間を３月末日ま

で設定。ゴルフマンスキャンペーンでは宮崎市近郊を含む１８のゴルフ場と連携し、ゴルフプレー

券や特産品、ホテル宿泊券などが当たるスタンプラリーを実施し、４，１１４通の応募があっ

た。また、ＪＡ宮崎中央ファン拡大委員会と連携し、両トーナメントへ野菜・果物の差し入れ

を行った。

　　１０月初旬には、ポスター掲出キャンペーンとして、宮交グループ、フェニックス･シーガイ

ア･リゾート、九州旅客鉄道（株）宮崎総合鉄道事業部と合同で県内道の駅やＪＲ有人駅、各市

町村観光協会へトーナメントと連携したポスターを掲出し、県内での周知に努め、トーナメン

トの誘客を図った。

　　また、１０月のＪＲ宮崎駅鉄道の日イベントや１１月の鹿児島おはら祭りでＰＲブースを設

け、スナッグゴルフ、宮崎たべてん・トーナメントチラシの配布を実施。更に、メディアを訪

問し、トーナメントへの誘客とみやざきゴルフマンスのＰＲを行った。また、両トーナメント

開催週には、トーナメントの結果と翌日のペアリングや「宮崎たべてん」を街中で配布し、両

トーナメントへの更なる周知と関心を高め、県内外客の誘客促進を図った。

　　ゴルフマンスキャンペーン期間：平成２９年１０月１日～平成３０年１月３１日

　　ゴルフマンスツアー特典期間：平成２９年１０月１日～平成３０年３月３１日

　　○プロモーション

　　　ＪＲ宮崎駅鉄道の日イベント　　　期　日：平成２９年１０月２８日

　　　鹿児島おはら祭りＰＲブース設置　期　間：平成２９年１１月２日～３日

　　　鹿児島メディア訪問　　　　　　　期　日：平成２９年１１月２日

　　○特産品ＰＲ

　　　旅行会社が造成したゴルフマンスプランで来宮したお客様の中から、抽選で宮崎特産品を

　プレゼントする企画を実施。

　　　期　　　間：平成２９年１０月１日～平成３０年３月３１日

　　　参画旅行社：（株）ＪＡＬパック

　　　特　産　品：宮崎牛、宮崎ブランドポーク、地鶏セット

（１）ダンロップフェニックストーナメント

　　　宮崎ブーゲンビリア空港オアシス広場にて、前年度優勝者ケプカ選手の歓迎セレモニーを

　実施し、歓迎の挨拶や花束、レイ、記念品（神楽面）の贈呈を行った。その他、ギャラリー

　サービスの向上を図り、宮崎市こどもふれあい広場の運営や歓迎装飾を主とした事業を実施。

　市内の幼稚園児をこどもふれあい広場へ招待した。

　　　大 会 期 間：平成２９年１１月１６日～１９日

　　　総 観 客 数：１７，８１３名（前年度１０,９７７名）

　　　宮崎市こどもふれあい広場利用者数：１,９３７名

　　　わくわく探検ツアー：１０名

　　　託児所利用者：６名

　　　園 児 招 待：１１月１６日 　みくに幼稚園 ４１名

　　　　　　　　　　１１月１７日 　住吉幼稚園 ５２名

（２）ＬＰＧＡツアーチャンピオンシップリコーカップ

	 　　ＬＰＧＡツアー４大公式戦の１つとして毎年注目を集めるツアー最終戦。トーナメント会

　場となる宮崎カントリークラブ周辺に歓迎バナー・看板等を設置すると共に、ギャラリープ

　ラザへの支援、チャリティーパッティングコーナー、お楽しみ抽選会、インフォメーション

　の運営等を行い、ギャラリー向けのサービス充実を大会事務局と連携し実施した。



	 　　大会期間：平成２９年１１月２３日～２６日

	 　　総観客数：１３，４４１名（前年度１２，１２９名）

	 　①トーナメントわくわく探検ツアーの実施

　　　宮崎市立宮崎港学校　小学５年生６５名

	 　②ギャラリープラザ内の支援

	 　　内容：ギャラリープラザ内の運営協力、ボランティアの募集・管理、宮崎観光ＰＲブース

　　　　　の設営・運営

（３）アクサレディスゴルフトーナメント in ＭＩＹＡＺＡＫＩ

	 　　３月末の宿泊閑散期に開催され、６回目となった本大会には、プロ・アマ合わせ１００名

　以上の選手と関係者やマスコミ、多くのギャラリーが観戦に訪れ、本大会を通して、宮崎市の

　ゴルフ環境の良さや観光地の情報発信、歓迎装飾などの協力体制に努めた。

　　　本大会は、(株)テレビ宮崎が主催者として開催し、当協会も実行委員会の委員として参画し

　ている。

　　　大会期間：平成３０年３月２３日～２５日

　　　総観客数：１４，５２９名（前年度１３，１７９名）

５.	観光スポーツイベント歓迎装飾事業

　　スポーツイベントが開催される期間、中心市街地及び北バイパス・南バイパスの道路付近に

歓迎看板やバナー・フラッグを設置し、市民や宮崎を訪れた観光客に対しイベント開催ムード

の醸成及び歓迎を目的に実施した。平成２９年度は、球春バナーとホークスフラッグ、ジャイ

アンツの新デザインバナー・フラッグ、また、Jリーグ３チームのフラッグを作成した。

　　１０月：みやざきフェニックス・リーグ

　　１１月：ゴルフマンス

　　２　月：プロ野球春季キャンプ

　　２　月：球春みやざきベースボールゲームズ

　　１月～２月：Jリーグキャンプ

　　３　月：アクサレディスゴルフトーナメント

Ⅳ.	スポーツ観光セールス事業

　　宮崎でキャンプを行うプロ野球やＪリーグチームの本拠地においてキャンプ地宮崎のＰＲ及び

宮崎キャンプへの誘客に努めた。また、旅行会社やスポーツ団体等に対して、宮崎が全国に誇る

スポーツ施設や、全国有数の日照時間・温暖な気候など恵まれたスポーツ環境や支援・受入体制

についてセールスし、スポーツランド宮崎の情報発信を行った。

１.	ジャイアンツキャンプ地みやざきＤＡＹ事業

　　読売巨人軍宮崎キャンプが６０年目を迎えるにあたり、読売ジャイアンツ球場にて、キャンプ

　地みやざきＤＡＹを実施。宮崎キャンプ６０年の周知と、宮崎への誘客を図るため、リーフ

レットの配布や観光ＰＲブースを設置し宮崎の情報発信を行った。

　　期　日：平成２９年９月１６日

　　会　場：読売ジャイアンツ球場

　　内　容：リーフレットの配布、宮崎特産品が当たる抽選会、観光ＰＲブースの設置

２.	スポーツランド情報発信事業

　　京セラドーム大阪で開催されるオリックス・バファローズの試合観戦者に、「キャンプ地

　みやざき」をＰＲし、宮崎への誘客促進のために場内看板と外部向けビジョンを活用し観光情報

を掲出・放映した。

　　期　間：平成２９年４月１日～平成３０年３月３１日

　　内　容：公式戦やライブのドーム来場者に看板等を利用して広報活動を行った。

　　　　　　３月～５月　　みやざきフラワーマンス

　　　　　　６月～８月　　みやざきグルメとランタンナイト



　　　　　　９月～１０月　みやざきフェニックス・リーグ

　　　　　　１１月～１月　みやざきゴルフマンス

　　　　　　２月　　　　　プロ野球キャンプ

３.	キャンプ地みやざきスペシャルマッチ事業

　　宮崎市でキャンプを行っているＪリーグチームの本拠地にて「キャンプ地みやざきスペシャ

ルマッチ」を実施。観戦客への先着プレゼントやパンフレットの配布、大型ビジョンを使用し

た観光映像の放映等を通じて「キャンプ地みやざき」のＰＲを図った。

　　ベガルタ仙台

　　カ ー ド：ベガルタ仙台　ＶＳ　ジュビロ磐田

　　期　　日：平成２９年８月９日

　　場　　所：ユアテックスタジアム仙台

　　結　　果：０　　対　　０　

　　入場者数：１１，５００名

４.	みやざきスペシャルゲーム開催事業

　　東京ドーム、福岡ヤフオクド－ム、京セラドーム大阪で「みやざきスペシャルゲーム」を開

催。観光パンフレットの配布や球場内ビジョンの活用や宮崎のテレビ局との連携を通し球場全

体が「キャンプ地みやざき」と大きくアピールできるよう、ド－ム入場者やマスコミに対し観

光宮崎のＰＲを行った。また、開催前には、大阪・福岡のマスコミ等を訪問し事前の周知を

行った。

　　中でも、京セラドーム大阪では、「キャンプ地みやざきシリーズ」として、宮崎のアピール

を２日間努め、福岡ヤフオクドームでは、「みやざきスペシャルＤＡＹＳ」と称し、物販の販

売等、宮崎のＰＲに努めた。

（１）京セラドーム大阪「みやざきスペシャルゲーム」

　　　カ ー ド：オリックス・バファローズ　ＶＳ　埼玉西武ライオンズ　

　　　期　　日：平成２９年５月１３日

　　　結　　果：２　対　８　

　　　入場者数：２１，２９１名

　　　応援団参加者：１５０名

（２）東京ドーム「みやざきスペシャルゲーム」

　　　カ ー ド：読売ジャイアンツ　ＶＳ　横浜ＤｅＮＡベイスターズ

　　　期　　日：平成２９年７月１日

　　　結　　果：４　対　６

　　　入場者数：４３，８５８名

　　　応援団参加者：２２０名

（３）福岡ヤフオクドーム「みやざきスペシャルゲーム」

　　　カ ー ド：福岡ソフトバンクホークス　ＶＳ　北海道日本ハムファイターズ

　　　期　　日：平成２９年７月２９日

　　　結　　果：４　対　０

　　　入場者数：３８，５８５名

　　　応援団参加者：２００名

５.	スポーツセールス事業

　　宮崎市はスポーツ施設をはじめ、天候などもスポーツに適した環境があるため、プロスポーツ

をはじめ、アマチュアスポーツのキャンプ誘致を行った。プロ野球キャンプの県外移転を防ぐ

ためにもプロ野球関係者と密に連携を深めた。



　　１１月には、アジアプロ野球チャンピオンシップに出場する日本代表チーム「侍ジャパン」

の国内合宿の誘致に成功。３月には、ヤクルト球団主催のオープン戦、ヤクルトｖｓ中日２連

戦の誘致がアイビースタジアムで成功し、本県出身のヤクルト青木選手や中日柳選手の活躍で

大いに賑わいをつくることができた。

Ⅴ.	少年少女スポーツ大会支援事業

　　少年少女たちが、スポーツ大会を通じてスポーツ交歓や交流を図るほか、未来を担う子どもた

ちの健全な育成及びスポーツ振興に寄与することを目的に、ジュニアスポーツ大会の開催及び支

援を行った。

１.	みやざきフェニックス・リーグ杯　少年少女サマーベースボールトーナメント

　　憧れのプロ野球選手がキャンプを実施する本市の恵まれた施設環境とスポーツランド宮崎の

ブランド力を活かした大会。本大会の開催を通してＮＰＢ１２球団との連携や地元宮崎の選手

と他県の少年少女との交流を深め、未来を担う子供たちの健全な育成に寄与し宿泊客増を高め

ることを目的に実施した。

　　期　　間：平成２９年７月２９日～３１日

　　試合会場：宮崎市生目の杜運動公園・宮崎県総合運動公園・宮崎市清武総合運動公園

　　参加チーム：宮崎県外１４チーム(高知県２,島根県１,福岡県１,佐賀県１,大分県２,熊本県３,

　　　　　　　鹿児島県４)宮崎県内１８チーム

２.	みやざきゴルフマンス観光推進事業

　　みやざきゴルフマンス第１２回宮崎ガスジュニアゴルフ選手権への支援。

　　主催は、宮崎ガス(株)、事務局を(株)宮崎放送で実施。

　　本事業は、宮崎のゴルフ観光とジュニアゴルファー育成のため、ダンロップフェニックス

トーナメント大会事務局からの寄付金により運営。

　　※平成２９年度大会は、当日台風１８号接近による荒天のため開催中止となった

（１）ストロークプレーの部　期　日：平成２９年９月１６日　＜荒天のため開催中止＞

（２）マッチプレーの部　　　期　日：平成２９年９月１７日　＜荒天のため開催中止＞

（３）レッスン会　　　　　　期　日：平成２９年９月１７日　＜荒天のため開催中止＞

１.	スポーツプラザ宮崎ＪＥＲＳＥＹの運営業務

　　宮崎駅西口ＫＩＴＥＮビル１階の「スポーツプラザ宮崎ＪＥＲＳＥＹ」では、プロ野球や

サッカー、日本代表などの商品販売やキャンプ地宮崎に関連する展示物等の充実を図り、様々

な企画を実施し、情報発信及び誘客に努めた。平成２９年度は、「スポーツランドみやざき」

の更なるＰＲを図るためインスタグラムを開設。また、宮崎のおもてなしの拠点として手ぶら

観光サービスの受付を開始し、受入環境の充実にも努めた。

　　来訪数：１９，１０３名

　【平成２９年度の主な行事】

	 　５～８月：「キャンプ地宮崎から応援に行こう！」と称し、購入金額に応じて福岡ソフトバンク

　　　　　　ホークス公式戦入場無料引換券をペアでプレゼント。

　　６　　月：スポーツプラザ宮崎ＪＥＲＳＥＹのインスタグラムを開設。

　　　　　　　手ぶら観光サービスの受付を開始。

　　９　　月：宮崎市でキャンプを行う３球団（巨人・ソフトバンク・オリックス）の応援！特

　　　　　　　別企画として、購入金額に応じてグッズが当たるガラポン抽選会を開催。

収益目的事業

収１．スポーツプラザ宮崎ＪＥＲＳＥＹ運営業務



　　１０　月：２０１７年プロ野球ファーム日本選手権宮崎大会のチケット販売。更なる盛り上

　　　　　　げを図るため、優勝ペナントを展示。

　　　　　　　みやざきフェニックス・リーグ期間中に特別企画として、一定額以上商品を購入した

　　　　　　　方に公式球（使用球）をプレゼント。フェニックス・リーグ街中スペシャルイベント

　　　　　　　開催に伴い、ＪＥＲＳＥＹのＰＲステージでクーポンを配布。クーポンを持参した

　　　　　　　お客様には、特別価格で公式球（使用球）をプレゼント。

　　１２　月：年末年始特別企画として、購入金額に応じてガラポン抽選を行い、１２球団グッズ

　　　　　　をプレゼント。春季キャンプに向けての盛り上げを図った。 

　　　　　　　大相撲宮崎場所開催に伴い、出場した力士のサイン入り手形を展示。

　　１　　月：宮崎市でキャンプを行う３球団(巨人・ソフトバンク・オリックス)ロゴ入り連携

　　　　　　　Ｔシャツ・フェイスタオル・ピンバッチを販売。

　　２　　月：オリックス・バファローズの山本由伸投手、山﨑颯一郎投手のトークショーを開催。

　　　　　　　県内外から約１５０名が参加。

　　　　　　　読売巨人軍宮崎キャンプ６０年記念「ジャイアンツＶＳホークスＯＢ戦」のチケット

　　　　　　　を販売。また、読売ジャイアンツ長嶋茂雄終身名誉監督のサイン入りバットや出場

　　　　　　　選手全員の直筆サインパネルを展示し、大会の盛り上げを図った。

　　　　　　　冬の特別企画として、一定額以上商品を購入した方に、福岡ソフトバンクホークス

　　　　　　オープン戦内野自由無料入場券をペアでプレゼント。

　　３　　月：東京ヤクルトスワローズＶＳ中日ドラゴンズオープン戦に伴い、ヤクルト球団マス

　　　　　　コットキャラクターのつば九郎が来店。店内で写真撮影会を開催し、オープン戦と

　　　　　　ＪＥＲＳＥＹのＰＲを図った。また、オープン戦会場にて販売ブースを設置し、

　　　　　　　出張販売を行った。

１.	プロ野球オープン戦等開催業務

（１）２０１７プロ野球ファーム日本選手権

　　　ＫＩＲＩＳＨＩＭＡサンマリンスタジアム宮崎にて５年連続７回目のプロ野球ファーム日

　本選手権を開催。宮崎市でキャンプを実施する読売ジャイアンツと日南市でキャンプ実施す

　る広島東洋カープのカードとなった。初の取り組みとして国歌斉唱者を全国から公募し誘客

　に努めたほか、県内の少年野球チームなどの招待事業も行い大会の盛り上げに努めた。

　　　期　日：平成２９年１０月７日

　　　カード：読売ジャイアンツ　ＶＳ　広島東洋カープ

　　　結　果：２　対　５

　　　観客数：６，２２５名

（２）侍ジャパン宮崎秋季合宿２０１７

　　　平成２９年１１月に開催されたアジアプロ野球チャンピオンシップに出場する日本代表

　　チーム「侍ジャパン」を県と一体となり誘致し、万全の準備を整え受入を行った。

　　　期　間：平成２９年１１月９日～１３日

　　　場　所：宮崎市清武総合運動公園

　　　観客数：１０，３００名

（３）読売巨人軍宮崎キャンプ６０年記念「ジャイアンツ　ＶＳ　ホークス ＯＢ戦」の協力運営

　　　期　日：平成３０年２月１０日

　　　カード：ジャイアンツ　ＶＳ　ホークス ＯＢ

　　　結　果：１１　対　３

　　　観客数：１７，６４２名

収２．プロ野球公式戦・オープン戦等の開催事業



１.	会議の開催

（１）定時総会　平成２９年６月２３日

　　　（定款の変更について、役員報酬規則について、平成２８年度事業報告、収支決算、

　　　　平成２９年度事業計画、収支予算、理事及び監事の選任について、他）

（２）理事会

　　　第１回　平成２９年６月１日

　　　（平成２８年度事業報告、収支決算、平成２９年度事業計画、収支予算、平成２９年度定

　　　時総会の開催について、他）

　　　第２回　平成２９年６月２３日

　　　（会長、副会長、専務理事及び常務理事の選定について、顧問、参与の選定について）

　　　第３回　平成２９年１０月１６日

　　　（平成２９年度補正予算（案）、規程等の改正（案）について、会長、副会長、専務理事・

　　　常務理事（業務執行理事）の職務執行状況について、主な事業の報告について、他）

　　　第４回　平成３０年３月２０日

　　　（平成２９年度補正予算(案)、平成３０年度事業計画(案)、収支予算(案)について、規則

　　　等の改正（案）について、会長、副会長、専務理事・常務理事（業務執行理事）の職務

　　　執行状況について、他）

（３）総務企画委員会

	 　　第１回　平成２９年５月２６日

	 　　（観光功労者の選考について、平成２８年度事業報告、決算報告について、平成３０年度

　　　新規事業（案）について、設立７０周年記念事業について、（一社）橿原市観光協会と

　　　の友好盟約締結について、他）

	 　　第２回　平成２９年７月２７日

	 　　（平成３０年度新規事業（案）について、モク・オ・ケアヴェ・インターナショナルフェス

　　　ティバルについて、他）

　　　第３回　平成２９年９月８日

　　　（平成３０年度新規事業（案）について、設立７０周年記念事業について、他）

　　　第４回　平成２９年１０月１０日

　　　（平成２９年度補正予算（案）について、規程の改正（案）について、平成３０年度新規

　　　事業について、他）

　　　第５回　平成３０年３月１５日

　　　（平成２９年度補正予算（案）について、平成３０年度事業計画(案)及び収支予算(案)に

　　　ついて、他）

（４）監事会　平成２９年５月２３日

　　　（事業及び会計の監査）

（５）会長・副会長会議

　　　第１回　平成２９年４月６日

　　　（モク・オ・ケアヴェ・インターナショナルフェスティバルについて）

２.	観光功労者の表彰

　　期　日：平成２９年６月２３日

　　受賞者：個人４名　

法人会計



合　計　　　会　　　　員　　　　　３２９会員

合　計　　　会　　　　員　　　　増減　０会員

正会員　　　　　　　   　　３２５会員　

賛助会員　　　　　　　   　　  ４会員

正会員増　　　　　　　　　　 １０会員

正会員減　　　　　　　　　　 １０会員

平成３０年３月３１日

平成２９年度増減内訳

会員数

合　計　　　会　　　　員　　　　　３２９会員

正会員　　　　　　　　　　 ３２５会員

賛助会員　　　　　　　　　　　 ４会員

平成２９年３月３１日

３.	観光協会設立７０周年記念事業

　　（公社）宮崎市観光協会は、昭和２２年１２月４日に設立され、平成２９年で７０周年を迎

えた。設立７０周年を記念し、記念ロゴの制作や式典等を開催。

　　期　日：平成２９年１２月１９日

　　場　所：宮崎観光ホテル

　　内　容：＜第一部＞　

　　　　　　記念トークショー

　　　　　　演　題：「スポーツランド宮崎の未来について」

　　　　　　出　演：読売巨人軍ＯＢ会　　会　長　柴田　　勲　氏

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　副会長　中畑　　清　氏

　　　　　　　　　　元福岡ソフトバンクホークス　斉藤　和巳　氏

　　　　　　参加者：２６３名

　　　　　　＜第二部＞　

　　　　　　記念式典／観光功労者特別表彰

　　　　　　受賞団体：６団体

	 	 　　　　　　　　　福岡ソフトバンクホークス（株）

	 	 　　　　　　　　　（一社）日本女子プロゴルフ協会

	 	 　　　　　　　　　(株)ダンロップスポーツエンタープライズ

	 	 　　　　　　　　　宮崎商工会議所

	 	 　　　　　　　　　宮崎空港ビル(株)

	 	 　　　　　　　　　宮崎カーフェリー(株)

　　　　　　祝賀会

　　　　　　参加者：２４８名

４.	「２０ｄｏ体験型進学就職イベント」の参加

	 　中学生、教職員を対象に、地元の「仕事」を知ってもらう「２０ｄｏ体験型進学就職イベント」

が開催され、参加した中学生が「仕事」「企業」「まち」について学べるコーナーが多数出

展。宮崎の観光と（公社）宮崎市観光協会の組織や事業内容について興味・関心をもってもら

うため出展。

	 　期　日：平成２９年８月３０日

	 　場　所：宮崎市総合体育館



１. 球春みやざきベースボールゲームズ実行委員会

（１）球春みやざきベースボールゲームズ

　　　既存キャンプ球団の継続及び期間の長期化のためには、キャンプ期間中の実戦形式の練習

　環境が重要であることから、他県でキャンプを張るチームへ宮崎での練習試合開催を呼び掛

　け、６回目の開催となった。本県でキャンプを行う福岡ソフトバンク、オリックス、埼玉西

　武、沖縄でキャンプを実施している千葉ロッテ、東北楽天の２球団に韓国プロ野球斗山ベアーズ

　　が加わり、６球団にて開催された。自治体及び団体で構成される「球春みやざきベースボール

　　ゲームズ実行委員会」が主催となり、当協会は、実行委員会の事務局として大会運営を行い、

　　テレビ・ラジオなどのＣＭ告知、新聞広告等を実施した。

	 	 　期　　　間：平成３０年２月２７日～３月１日　

	 	 　観　客　数：１５，５００名

	 	 　参加チーム：福岡ソフトバンクホークス、オリックス・バファローズ

	 	 　　　　　　　千葉ロッテマリーンズ、埼玉西武ライオンズ、東北楽天ゴールデンイーグルス

	 	 　　　　　　　斗山ベアーズ(韓国プロ野球)

	 	 　入　場　料：全試合無料 

	 	 【試合結果】

	 	 ○２月２７日

	 　　　　　　　　　　１対２　　　　　　　　　　　　　　　　　　観衆５，６００名

	 　　　　　　　　　　５対４　　　　　　　　　　　　　　　　　　観衆２，７００名

	 　　　　　　　　　１０対１　　　　　　　　　　　　　　　　　　観衆　　９００名

○２月２８日

	 　　　　　　　　　　３対０　　　　　　　　　　　　　　　　　　観衆　  ９００名

	 　　　　　　　　　　５対１　　　　　　　　　　　　　　　　　　観衆    ５００名

	 　　　　　　　　　　　対　　　　　　　　　　　　　　　　　　　雨天中止

○３月１日

	 　　　　　　　　　　５対１　　　　　　　　　　　　　　　　　　観衆１，２００名

	 　　　　　　　　　　８対１２　　　　　　　　　　　　　　　　　観衆２，５００名

	 　　　　　　　　　　２対８　　　　　　　　　　　　　　　　　　観衆１，２００名

(アイビースタジアム)

(SOKKENスタジアム)

(サンマリンスタジアム)

(アイビースタジアム)

(SOKKENスタジアム)

(サンマリンスタジアム)

(アイビースタジアム)

(SOKKENスタジアム)

(サンマリンスタジアム)

千葉ロッテマリーンズ

東北楽天ゴールデンイーグルス

斗 山 ベ ア ー ズ

東北楽天ゴールデンイーグルス

斗 山 ベ ア ー ズ

千葉ロッテマリーンズ

斗 山 ベ ア ー ズ

埼玉西武ライオンズ

千葉ロッテマリーンズ

福岡ソフトバンクホークス

オリックス・バファローズ

埼玉西武ライオンズ

福岡ソフトバンクホークス

オリックス・バファローズ

埼玉西武ライオンズ

福岡ソフトバンクホークス

オリックス・バファローズ

東北楽天ゴールデンイーグルス

２. 読売巨人軍宮崎協力会

（１）読売巨人軍キャンプ受入事業

	 　秋季キャンプと６０回目を迎えた春季キャンプを行う読売巨人軍の歓迎式を行うとともに、

サンマリンスタジアム宮崎横に飲食・販売ブース「ボールパークＧ」を開設した。また歓迎装

飾やステージイベントを行う等、歓迎ムードや賑わいを創出した。

	 　秋季キャンプ：平成２９年１１月１日～１９日

	 　観　 客　 数：未発表

	 　春季キャンプ：平成３０年２月１日～１３日  　 （一軍選手）

	 　　　　　　　　平成３０年２月１日～２７日  　 （二軍選手）

	 　　　　　　　　平成３０年２月１５日～３月１日 （三軍選手）

	 　観　 客　 数：１４３，０００名（※２月１日～１３日の観客数）

（２）読売ジャイアンツ宮崎キャンプ６０年記念事業

	 　１９５９年（昭和３４年）より宮崎県営球場で始まった読売巨人軍の宮崎キャンプが６０年

目を迎えるにあたり、球団へ感謝の意を表しメモリアルキャンプの装飾やステージイベント、

６０年写真展を実施した。また「ジャイアンツＶＳホークス ＯＢ戦」の円滑な協力運営を行

い、本市と巨人軍と更なる絆を深めた。

その他関連事業（協力会等）



	 　ジャイアンツ　ＶＳ　ホークス ＯＢ戦

	 　期　　　　日：平成３０年２月１０日

	 　結　　　　果：１１　対　３

	 　観　 客　 数：１７，６４２名（キャンプ観衆には含まず）　

３.	福岡ソフトバンクホークス宮崎協力会

（１）福岡ソフトバンクホークスキャンプ受入事業

	 　２年連続日本一を目指す福岡ソフトバンクホークスが秋季・春季キャンプを実施。キャンプ

地宮崎市生目の杜運動公園内に飲食・物販ブース「ホークスビレッジ」を開設した。また、球団

の激励や歓迎装飾、ステージイベントを実施し、歓迎ムードや賑わいを創出した。

	 　秋季キャンプ：平成２９年１１月２日～１８日

	 　観　 客　 数：未発表

	 　春季キャンプ：平成３０年２月１日～３月１日

	 　　観　 客　 数：２９５，０００名

（２）「福岡ソフトバンクホークス歓迎パレード in みやざき」の開催 

	 　平成２９年シーズンにて日本一を果たしたチームの歓迎と、次シーズンの連続日本一を祈願

して、宮崎市中心部でのパレードを実施した。

	 　期　　　　日：平成３０年１月３１日

	 　場　　　　所：宮崎市橘通り　（市役所前交差点～デパート前交差点～市役所前交差点）

	 　　観　 客　 数：５０，０００名

４.	オリックス・バファローズ宮崎協力会

（１）オリックス・バファローズキャンプ受入事業

	 　キャンプ地宮崎市清武総合運動公園内にて、４回目となる宮崎キャンプを実施。キャンプ期

間中には、飲食・物販ブース「バファローズタウン」を開設し、歓迎装飾やステージイベント

などの各種イベントを実施し、歓迎ムードや賑わいを創出した。キャンプの休養日には、学校

訪問や養護施設を訪問する等、キャンプ地ならではの受入を行った。

	 　春季キャンプ：平成３０年２月１日～３月１日

	 　観　 客　 数：１０４，２００名

５.	Ｊリーグ等宮崎協力会

	 　Ｊリーグ等のキャンプに伴い、空港や練習会場等での歓迎や特産品の差し入れを行い、歓迎

看板及びフラッグを設置し歓迎ムードを高め、グラウンド整備を始めとした受入体制の充実に

努めた。

	 　また、昨年度に引き続き香川真司選手の個人キャンプの受け入れを実施。多くのサポーター

や報道陣が訪れ賑わった。

（１）春季キャンプ１２チーム　（※キャンプインの順番で掲載）

	 　①鹿島アントラーズ（Ｊ１）

	 　　期　　間：平成３０年１月１６日～２８日

	 　　場　　所：ＫＩＲＩＳＨＩＭＡハイビスカス宮崎県総合運動公園陸上競技場

	 　②徳島ヴォルティス（Ｊ２）

	 　　期　　間：平成３０年１月２４日～２月３日

	 　　場　　所：ＫＩＲＩＳＨＩＭＡヤマザクラ宮崎県総合運動公園ラグビー場

	 　③セレッソ大阪（Ｊ１）

	 　　期　　間：平成３０年１月２７日～２月４日

	 　　場　　所：宮崎市国際海浜エントランスプラザ

	 　④大宮アルディージャ（Ｊ２）

	 　　期　　間：平成３０年１月３０日～２月７日

	 　　場　　所：ＫＩＲＩＳＨＩＭＡヤマザクラ宮崎県総合運動公園サッカー場



	 　⑤横浜Ｆ・マリノス（Ｊ１）

	 　　期　　間：平成３０年１月３１日～２月９日

	 　　場　　所：シーガイアスクエア１

	 　⑥ＦＣ岐阜（Ｊ２）

	 　　期　　間：平成３０年２月１日～１２日

	 　　場　　所：ＫＩＲＩＳＨＩＭＡヤマザクラ宮崎県総合運動公園ラグビー場　他

	 　⑦アビスパ福岡（Ｊ１） 

	 　　期　　間：平成３０年２月３日～１０日

	 　　場　　所：宮崎市清武総合運動公園

	 　⑧セレッソ大阪Ｕ－２３（Ｊ３）

	 　　期　　間：平成３０年２月７日～１５日

	 　　場　　所：宮崎市国際海浜エントランスプラザ

	 　⑨ファジアーノ岡山（Ｊ２）

	 　　期　　間：平成３０年２月９日～１７日  

	 　　場　　所：ＫＩＲＩＳＨＩＭＡヤマザクラ宮崎県総合運動公園サッカー場

	 　⑩サンフレッチェ広島（Ｊ１）	

	 　　期　　間：平成３０年２月１０日～１７日

	 　　場　　所：シーガイアスクエア１

	 　⑪ベガルタ仙台（Ｊ１）

	 　　期　　間：平成３０年２月１１日～１８日

	 　　場　　所：ＫＩＲＩＳＨＩＭＡハイビスカス宮崎県総合運動公園陸上競技場

	 　⑫ツエーゲン金沢（Ｊ２）

	 　　期　　間：平成３０年２月１２日～１８日

	 　　場　　所：宮崎市清武総合運動公園

（２）個人キャンプ

	 　①香川真司選手　

	 　　期　　間：平成２９年７月５日～８日

	 　　場　　所：ＫＩＲＩＳＨＩＭＡハイビスカス宮崎県総合運動公園陸上競技場

（３）チーム本拠地への表敬訪問

	 　①ベガルタ仙台　　　期　　日：平成２９年　８月　９日

	 　②鹿島アントラーズ　期　　日：平成２９年　９月２３日

	 　③徳島ヴォルティス　期　　日：平成２９年１０月　７日

（２）市民交流サッカー教室 

	 　　クラブ：鹿島アントラーズ

	 　　期　　日：平成３０年１月２１日

	 　　参 加 者：小学生低学年８５名

６.	みやざきフェニックス・リーグ支援実行委員会

　　イースタン６球団で開始したプロ野球秋季教育リーグは、平成２１年度からみやざきフェ

ニックス・リーグと名称を変え、ファーム全１２球団、四国アイランドリーグ選抜Ｐｌｕｓ、

韓国プロ野球３球団を加え合計１６球団の参加となり年々盛り上がりを見せている。また、歓

迎ムードを高めるため歓迎バナーの掲出、街中イベントの開催などを行った。

	 　期　　間：平成２９年１０月９日～３０日（２２日間）１４４試合

	 　実施試合：８４試合（６０試合が中止）

	 　会　　場：アイビースタジアム、サンマリンスタジアム宮崎、他県内各球場　（計：１１球場）

	 　来場者数：１５，５９６名（前年度１６，８７４名　前年比９２.４％）



７.	ダンロップフェニックストーナメント宮崎協力会

	 　内容については、みやざきゴルフマンスキャンペーン事業「ダンロップフェニックストーナ

メント」欄に記載

８.	渚の交番青島プロジェクト実行委員会

（１）宮崎市青島ビーチセンター指定管理業務（渚の交番）

　　　（公社）宮崎市観光協会と（特非）宮崎ライフセービングクラブが、共同で運営し６年目

　を終えた。

	 　　本施設の運営目的は、宮崎のマリンスポーツやビーチスポーツの拠点として、観光客や

　　市民等が活用できる環境を整えるもので、通年で営業を行っている。イベント等の実施や

　　シャワー・ロッカー等の貸し出し、青島地区の地域振興にも寄与していくと共に、他団体と

　のネットワークを構築し様々な事業を展開した。

　　【主な行事】

　　　平成２９年５月～１０月　　　　　みやざき元気体験受入　　　　（利用者数　１５６名）

　　　平成２９年４月～平成３０年３月　アウトドアフィットネス開催　（参 加 者　１４２名）

　　　平成２９年４月～平成３０年３月　施設利用者サポート　　　（利用者数　２，４４６名）

　　　平成２９年７月８日～９月３日　　青島海水浴場管理運営業務委託

　　　平成２９年１２月１０日　　　　　青島太平洋マラソンの給水ポイントとしての運営協力

　　【年間状況】

　　　年間施設利用者数：１３０，７０７名　（前年度１７９，６２９名　前年比７２．７％）

（２）青島海水浴場管理運営業務

　　　宮崎市青島ビーチセンターの指定管理業務運営に伴い、渚の交番青島プロジェクト実行委

　員会（(公社)宮崎市観光協会・（特非）宮崎ライフセービングクラブと協同運営）で、夏季

　青島海水浴場の管理運営業務を受託し期間中の管理・運営及び集客に努めた。

　　　平成２９年度も青島ビーチパークがオープンし飲食店や休憩設備が整い、利便性の向上を

　図ったが、繁忙期に台風接近による遊泳禁止が続いたため昨年より減少した。

　　　開設期間：平成２９年７月８日～９月３日　日数５８日間　（全日遊泳禁止日５日間）

　　　来場者数：１６４，８７０名　　（前年度２３０，４１５名　前年比７１．５％）

　　　救助件数：１５０件　２５３名　（安全移送、迷子、軽溺救助、その他）

　　　救護状況：６９５件　　　　　　（クラゲ刺され、虫さされ、切り傷、擦過傷、その他）

（３）青島ビーチ魅力アップ事業

	 　青島の観光素材を活かし賑わい創出と海水浴場利用者の利便性の向上を図るため、早朝か

ら夜間まで幅広いお客様に楽しんで頂ける場所「青島ビーチパーク」を開設した。貨物コン

テナを改造したコンテナハウスショップを展開し、一般公募から選出した飲食５店舗を設

置。３年目となる平成２９年度は、運営を（株）ＳＴＡＹ.Ｃへ委託し事業を展開した。ま

た、環境面では日陰エリア増設、無料Wi-Fi設置、宮崎県産材を利用したテーブル椅子の作

成、芝生植え付けを行い、今まで以上に幅広い世代に利用しやすい環境整備に努めた。開設

期間中は音楽コンサートや映画の鑑賞やヨガイベント等を実施し集客に努めた。営業期間も

期間延長を求める声が大きく、平成２９年度は、ゴールデンウィークから１０月末日まで

オープンし、約６ヶ月営業した。

	 　主　　催：渚の交番青島プロジェクト実行委員会



	 　　　　　　[構成団体]（特非）宮崎ライフセービングクラブ、（公社）宮崎市観光協会

	 　期　　間：平成２９年４月２４日～１０月２９日

	 　入 場 料：無料

	 　営業日数：１６１日間　定休日１７日　臨時休業１１日※台風接近のため

	 　場　　所：青島海水浴場　渚の交番東側公園内

	 　来場者数：１５３，１２２名　(海水浴場来場者１６４，８７０名)　

	 　　　　　　（前年度１３９，２４７名）

	 　　　　　　１日最高来場者数　７，５８３名　平成２９年８月２６日

	 　運営委託：（株）ＳＴＡＹ.Ｃ

	 　出店店舗：５店舗（ＨＡＹＨＡＹ ＭＡＭＢＯ、ＨａＭａｒｅ、ＤＯＵＢＬＥ、肉バルＨＥＬＬＯ×ＨＩＧＥＣＡＦＥ、ＵＰＰＥＲ ＹＡＲＤ）


